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野

亨

輔

は
じ
め
に

浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
を
描
い
た
歴
史
小
説
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
五
木
寛
之
の
『
親
鸞
』
三
部（

１
）作

で
あ
ろ

う
が
、
日
本
仏
教
史
を
専
門
と
し
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
津
本
陽
の
『
無
量
の（

２
）光

』
も
そ
れ
に
負
け
ず
劣
ら
ず
興
味
を
か
き
立

て
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
多
く
の
架
空
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、
冒
険
活
劇
の
よ
う
な
魅
力
を
持
つ
『
親
鸞
』
三

部
作
と
は
対
照
的
に
、『
無
量
の
光
』
は
、
篤
信
的
な
浄
土
真
宗
門
徒
の
家
に
育
っ
た
津
本
が
、
親
鸞
や
そ
の
門
弟
の
著
述
、
さ
ら

に
は
種
々
の
伝
記
類
を
も
博
捜
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
親
鸞
像
の
復
元
を
試
み
た
歴
史
小
説
だ
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
無
量
の
光
』
は
、
北
条
平
次
郎
な
る
人
物
を
め
ぐ
る
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
書
き

起
こ
さ
れ
る
。
や
や
長
文
と
な
る
が
、
以
下
に
引
用
し
て
お
き
た（

３
）い

。

唯
円
房
の
俗
称
（
一
般
人
で
あ
っ
た
と
き
の
呼
び
名
）
は
、
桓
武
平
氏
の
子
孫
、
北
条
修
理
介
芳
将
の
二
男
、
北
条
平
次
郎

則
義
で
あ
っ
た
。

平
次
郎
は
物
欲
が
強
く
、
無
慈
悲
で
意
地
が
悪
く
、
仏
教
と
は
無
縁
の
乱
暴
者
で
あ
っ
た
。

（３１）
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常
に
弓
矢
を
た
ず
さ
え
、
野
山
へ
狩
に
出
て
は
殺
生
を
好
む
、
放
逸
極
ま
り
な
い
悪
人
で
あ
る
。

そ
の
女
房
は
夫
と
は
反
対
に
、
弱
者
を
い
つ
く
し
み
憐
れ
む
慈
悲
深
い
性
格
で
、
夫
が
出
か
け
た
暇
を
見
て
、
親
鸞
の
稲
田

草
庵
（
茨
城
県
笠
間
市
）
に
参
詣
す
る
篤
信
者
（
信
仰
の
あ
つ
い
信
者
）
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
あ
る
と
き
、
親
鸞
に
夫
の
行
い
を
う
ち
あ
け
た
。

「
夫
の
平
次
郎
は
邪
険
な
者
で
、
家
で
は
念
仏
も
称
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
こ
と
に
悲
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
す
れ

ば
よ
う
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」

涙
を
流
し
申
し
あ
げ
る
と
、
親
鸞
は
半
紙
に
「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
の
十
字
名
号
を
書
き
、
彼
女
に
与
え
た
。（
中
略
）

あ
る
日
、
平
次
郎
が
外
出
し
た
の
で
、
奥
の
一
間
の
壁
に
名
号
を
掲
げ
、
一
心
に
念
仏
を
称
え
る
う
ち
に
、
日
が
暮
れ
か
け

て
き
た
。

名
号
を
見
つ
け
ら
れ
る
と
、
必
ず
破
り
捨
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
急
い
で
灯
明
を
消
し
、
香
華
を
か
た
づ
け
て
名
号
を
隠
そ
う

と
し
た
が
、
あ
ま
り
に
名
残
惜
し
く
、
両
眼
に
涙
を
た
た
え
、
自
分
の
不
幸
せ
を
嘆
い
た
。

そ
こ
へ
平
次
郎
が
突
然
帰
宅
し
、
泣
き
ぬ
れ
て
い
る
女
房
を
見
て
驚
く
。
彼
女
は
何
か
文
字
を
書
き
つ
け
た
紙
に
向
か
い
、

ひ
と
り
ご
と
を
言
っ
て
い
た
。

あ
や
つ
が
見
て
い
る
の
は
、
必
ず
密
夫
（
密
通
し
て
い
る
男
）
の
艶
書
（
ラ
ブ
レ
タ
ー
）
に
違
い
な
い
。
な
ん
と
い
う
憎
ら

し
い
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

平
次
郎
は
い
き
な
り
戸
を
開
け
、
奥
の
間
に
入
る
。
女
房
は
驚
き
、
名
号
を
隠
そ
う
と
し
た
。

「
こ
の
不
義
者
め
が
。
成
敗
し
て
や
る
」

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
八
号

（３２）



平
次
郎
は
腰
の
刀
を
抜
く
と
、
女
房
の
肩
か
ら
乳
下
へ
袈
裟
斬
り
に
し
た
。

女
房
は
血
煙
を
た
て
、
悲
鳴
を
残
し
即
死
し
た
。

平
次
郎
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
女
房
の
死
骸
を
菰
に
包
み
、
裏
の
竹
や
ぶ
に
運
ん
で
行
っ
て
埋
め
、
戻
っ
て
き
て
井
戸

端
で
血
に
染
ま
っ
た
手
を
洗
お
う
と
し
て
、
息
も
止
る
ほ
ど
に
驚
く
。

彼
の
後
ろ
に
、
今
埋
め
て
き
た
ば
か
り
の
女
房
が
立
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）

夫
婦
は
竹
や
ぶ
へ
走
っ
た
。

平
次
郎
が
地
面
を
掘
り
返
す
と
、
女
房
の
死
骸
は
な
く
、「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
の
名
号
が
ま
っ
ぷ
た
つ
に
裂
か
れ

て
地
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
た
。

女
房
は
そ
れ
を
見
る
と
突
然
、
狂
っ
た
よ
う
に
地
面
に
額
を
こ
す
り
つ
け
、
天
を
仰
い
で
叫
ぶ
。

「
ど
れ
ほ
ど
の
大
悲
を
お
恵
み
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
未
来
ば
か
り
か
、
こ
の
世
に
い
る
う
ち
に
こ
の
よ
う
な
大
慈
悲
を

い
た
だ
く
と
は
、
私
の
身
に
あ
ま
る
ご
恩
で
ご
ざ
い
ま
す
」

平
次
郎
も
全
身
を
震
わ
せ
、
泣
き
む
せ
び
な
が
ら
南
無
阿
弥
陀
仏
と
念
仏
を
称
え
、
刀
を
抜
い
て
自
分
の
髪
を
切
り
落
と

し
、
女
房
を
撫
で
さ
す
っ
て
言
う
。

「
よ
く
ぞ
生
き
て
い
て
く
れ
た
も
の
だ
。
そ
な
た
は
い
つ
の
ま
に
や
ら
大
功
徳
を
身
に
つ
け
た
智
者
（
仏
の
知
恵
を
身
に
つ

け
た
人
）
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
わ
し
は
今
よ
り
懺
悔
し
て
、
お
前
に
つ
い
て
い
き
お
聖
人
さ
ま
を
お
た
ず
ね
い
た
し
、
仏
道

を
教
え
て
い
た
だ
こ
う
」（
中
略
）

平
次
郎
は
そ
の
と
き
か
ら
親
鸞
に
帰
依
し
て
、
専
修
念
仏
の
門
徒
と
な
っ
た
。

（３３）

江
戸
時
代
の
地
域
社
会
に
お
け
る
名
所
旧
跡
の
生
成
と
権
力
・
伝
統
・
娯
楽



こ
こ
に
記
さ
れ
る
霊
験
譚
は
著
名
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
平
次
郎（
後
の
唯
円
）が
開
基
し
た
と
さ
れ
る
常
陸
国
河
和
田（
現

在
の
茨
城
県
水
戸
市
）
の
報
仏
寺
を
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
調
べ
る
と
、
類
似
す
る
話
が
載
せ
ら
れ
て
い（

４
）る

。
平
次
郎
が
本
当
に
放

逸
な
乱
暴
者
で
あ
っ
た
か
、
平
次
郎
の
女
房
が
本
当
に
名
号
の
功
徳
で
斬
殺
を
ま
ぬ
が
れ
た
か
は
さ
て
お
き
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説

は
確
か
に
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
津
本
陽
は
、
恐
ら
く
報
仏
寺
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
寺
院
縁
起

を
知
り
、『
無
量
の
光
』
の
書
き
出
し
に
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
河
和
田
の
唯
円
と
い
え
ば
、
近
代
人
を
魅
了
し
た
宗
教
書
『
歎
異
抄
』
の
な
か
で
、「
唯
円
房
は
わ
が
い
ふ
こ
と
を

ば
信
ず
る
か
」
と
親
鸞
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、『
歎
異
抄
』
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
『
無

量
の
光
』
で
は
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
を
起
点
と
し
つ
つ
、「
善
人
な
を
も
て
往
生
を
と
ぐ
、
い
は
ん
や
悪
人
を
や
」
な
ど
、
今
も

我
々
を
魅
了
す
る
数
々
の
警
句
へ
と
、
巧
み
に
話
が
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
筆
者
は
、
津
本
陽
の
文
章
技
巧
を
確

認
し
た
い
が
た
め
に
、
長
文
の
引
用
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
時
に
文
芸
作
品
の
素
材
に
も
な
る
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
語
り
は
、

ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
現
代
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。本
稿
で
は
、こ
の
点
に
着
目
し
て
以
下
の
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
寺
院
縁
起
を
研
究
素
材
と
す
る
に
当
た
り
、
筆
者
の
立
ち
位
置
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
歴
史
学
研
究
の
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
縁
起
や
由
緒
と
は
、
変
化
す
る
こ
と
な
く
連
綿
と
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
仏
教
諸
本
山
や
領
主
権

力
な
ど
、
名
所
旧
跡
を
権
威
付
け
る
存
在
が
変
質
す
れ
ば
、
一
見
世
俗
社
会
の
利
害
関
係
と
は
切
り
離
さ
れ
て
存
立
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
縁
起
や
由
緒
も
、
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ（

５
）る

。
ま
た
、「
考
証
主
義
」
的
な
姿
勢
の
深
化
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
荒
唐
無

稽
な
縁
起
や
由
緒
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得（

６
）る

。
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
時
代
に
客
観
的
な
考
証
姿
勢
が
貫
徹
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
例
え
ば
地
域
社
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
な
か
で
、
複
数
の
勢
力
が
由
緒
地
の
正
統
性
を
競
い
合
う
事
態
も
起
こ
り
得
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（
７
）る

。
物
見
遊
山
的
な
寺
社
参
詣
の
増
加
も
ま
た
江
戸
時
代
を
特
徴
付
け
る
社
会
変
化
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
実
利
的
に
参
詣
客
の
獲
得

を
目
指
し
て
、
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
語
り
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
あ
り
得（

８
）る

。

以
上
の
ご
と
く
、
種
々
の
条
件
に
よ
っ
て
書
き
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
そ
も
そ
も
寺
院
縁
起
は
実
証
史
学
の

素
材
に
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
く
も
な
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
に
諦
観
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
書
き

替
え
ら
れ
た
語
り
の
背
後
に
あ
る
生
々
し
い
政
治
抗
争
や
価
値
変
容
に
迫
る
こ
と
を
課
題
に
掲
げ
、
以
下
の
考
察
を
進
め
た
い
。

一
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
二
十
四
輩
顕
彰
と
平
次
郎
伝
説

さ
て
、
報
仏
寺
に
残
さ
れ
る
平
次
郎
伝
説
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現
在
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
説
の
主
人
公
が

河
和
田
の
平
次
郎
な
ら
ぬ
大
部
の
平
太
郎
で
あ
れ
ば
、
話
は
も
う
少
し
ス
ム
ー
ス
に
進
む
は
ず
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
常
陸
国
那
珂
西

郡
大
部
郷
（
現
在
の
茨
城
県
水
戸
市
）
の
平
太
郎
と
い
え
ば
、
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
本
願
寺
第
三
世
の
覚
如
が
著
し
た
『
親

鸞
伝
絵
』
に
も
登
場
す
る
親
鸞
高
弟
で
あ
る
。
し
か
も
、『
親
鸞
伝
絵
』
の
な
か
の
平
太
郎
は
、
領
主
に
付
き
添
っ
て
熊
野
神
社
へ

参
詣
し
つ
つ
も
、
親
鸞
の
教
え
に
従
っ
て
精
進
潔
斎
を
一
切
実
行
し
な
い
と
い
う
印
象
的
な
人
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
江
戸

時
代
に
な
る
と
、
浄
瑠
璃
の
舞
台
で
も
平
太
郎
を
め
ぐ
る
物
語
は
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
虚
構
の
部
分
も
含
め
て
豊
富

に
史
料
が
残
さ
れ（

９
）た

。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
水
戸
藩
で
は
、
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）に
藩
領
内
全
て
の
寺
院
を
調
査
し
た「
開

基
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い（

１０
）る

。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
の
「
一
向
宗
開
基
帳
」
に
は
、
平
太
郎
（
後
の
真
仏
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る

大
部
村
の
真
仏
寺
と
そ
の
由
緒
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
平
太
郎
由
緒
地
を
め
ぐ
る
語
り
は
、
本
山
本
願
寺
の
み
な
ら
ず
、
在
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地
権
力
か
ら
も
着
実
に
承
認
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
河
和
田
の
平
次
郎
（
後
の
唯
円
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
存

在
を
記
す
信
頼
性
の
高
い
史
料
は
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
。
た
だ
、
二
十
四
輩
と
称
さ

れ
る
親
鸞
高
弟
へ
の
顕
彰
は
、
覚
如
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
に

は
、
彼
ら
が
開
基
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
へ
の
巡
拝
記
録
や
参
詣
案
内
も
記
さ
れ
る
よ

う
に
な（

１１
）る

。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
り
つ
つ
、
平
次
郎
伝
説
成
立

の
経
緯
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

平
次
郎
や
報
仏
寺
を
め
ぐ
る
語
り
の
な
か
で
も
、
出
版
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
て

発
信
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
行
の
天
旭
著
『
捃

聚
抄
』
に
載
る
も
の
で
あ（

１２
）る

。
そ
の
叙
述
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

報
仏
寺
ハ
、
平
太
郎
舎
弟
ニ
平
次
郎
ト
云
者
ア
リ
、
聖
人
ノ
御
教
化
ヲ
蒙
リ
コ

ノ
度
往
生
ノ
素
懐
ヲ
ト
ケ
マ
イ
ラ
ス
ル
事
ノ
ウ
レ
シ
サ
ヨ
ト
テ
深
ク
ヨ
ロ
コ

ビ
、
ツ
イ
ニ
御
門
弟
ト
ナ
ル
、
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
聖
人
光
明
本
一
幅
ア
ソ
バ
サ
レ

形
見
ニ
ト
テ
与
ヘ
玉
フ
、
サ
レ
バ
累
代
在
家
タ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
コ
ノ
コ
ロ
長

十
郎
代
ニ
巌
船
願
入
寺
慧
明
院
殿
ヨ
リ
御
尋
ア
ツ
テ
、
平
次
郎
末
孫
ノ
由
、
コ

ト
ニ
霊
宝
ナ
ト
指
シ
ア
ゲ
ケ
レ
バ
、
慧
明
院
殿
東
御
門
跡
へ
其
旨
ヲ
ヽ
セ
上
ラ

レ
報
仏
寺
ト
ク
ダ
サ
ル
、
サ
テ
平
次
郎
弟
ニ
平
四
郎
ト
云
者
ア
リ
、
カ
レ
ガ
子

表① 本稿で取り上げた主な二十四輩関連書物

刊 年

元禄１３年（１７００）

宝永８年（１７１１）

享保１６年（１７３１）

宝暦１１年（１７６１）

明和４年（１７６７）

安永８年（１７７９）

享和３年（１８０３）

文化６年（１８０９）

著 者

天旭（東本願寺派僧侶）

宗誓（東本願寺派僧侶）

是心（竹内寿庵）

紅玉堂楓司

嶋屋長次

先啓（東本願寺派僧侶）

了貞（西本願寺派僧侶）

同上

冊 数

２巻２冊

６巻７冊

７巻７冊

１巻１冊

１巻１冊

４巻４冊

５巻５冊

５巻５冊

書 名

捃聚抄

遺徳法輪集

二十四輩記

二十四輩巡拝記

二十四輩参詣記

大谷遺跡録

二十四輩巡拝図会前編

二十四輩巡拝図会後編
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孫
イ
マ
大
和
国
ニ
住
ス
ト
ナ
ン

『
捃
聚
抄
』
刊
行
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
置
か
ず
、
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
に
は
宗
誓
著
『
遺
徳
法
輪
集
』
と
い
う
二
十
四
輩
巡
拝

記
録
も
刊
行
さ
れ
て
い（

１３
）る

。
類
似
す
る
表
現
も
多
い
が
、
こ
ち
ら
の
報
仏
寺
に
関
す
る
記
載
も
、
以
下
に
引
用
し
て
お
き
た
い
。

当
寺
開
基
唯
円
房
ハ
俗
名
平
次
郎
ト
テ
平
太
郎
舎
弟
ナ
リ
、
聖
人
ノ
御
弟
子
ト
ナ
リ
如
信
上
人
ノ
御
代
マ
デ
給
仕
セ
リ
、
昔
ヨ

リ
寺
号
ヲ
泉
慶
寺
ト
号
シ
累
代
恙
ナ
カ
リ
シ
ガ
、
承
応
三
年
ノ
比
国
主
ヨ
リ
小
寺
小
庵
ヲ
破
却
セ
ラ
レ
シ
ト
キ
当
寺
モ
俗
家
ト

ナ
リ
長
十
郎
ト
イ
ヘ
リ
、
然
ル
ニ
元
禄
二
年
ノ
春
ノ
コ
ロ
願
入
寺
主
カ
ノ
長
十
郎
所
持
ノ
霊
宝
ヲ
拝
シ
タ
マ
ヒ
由
緒
ヲ
タ
ツ
ネ

タ
マ
フ
ニ
ツ
キ
、
委
ク
申
シ
ケ
レ
ハ
、
コ
ノ
ム
ネ
願
入
寺
ヨ
リ
水
戸
城
主
ヘ
言
上
シ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ニ
、
ア
ル
ト
キ
城
主
コ
ノ
長

十
郎
家
ヘ
入
タ
マ
ヒ
、
宝
物
拝
覧
マ
シ
〳
〵
テ
先
規
ノ
ゴ
ト
ク
法
師
ト
ナ
リ
寺
院
再
興
ス
ヘ
シ
ト
テ
寺
領
一
町
七
反
寄
附
シ
タ

マ
ヘ
リ
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
願
入
寺
主
ヨ
リ
本
寺
ヘ
申
シ
タ
マ
ヒ
翌
年
寺
号
ヲ
報
仏
寺
ト
免
許
シ
タ
マ
ヘ
リ
、

平
次
郎
弟
ニ
平
五
郎
ト
イ
ヘ
ル
ア
リ

聖
人
ノ
御
門
徒
ト
ナ
リ
キ
ソ
ノ
末
孫

イ
マ
大
和
ニ

ア
リ
ト
云
云

霊
宝

一
、
光
明
本

聖
人
ノ
御
筆
ナ
リ
、

一
、
木
仏

慈
覚
大
師
ノ
作
ナ
リ
、

一
、
絵
像
弥
陀

三
幅
ア
リ
二
幅
ハ
寺
ニ
ツ
タ
ハ
リ
、
一
幅
ハ
中
納
言
公
ヨ
リ
ク
タ
サ
レ
ケ
リ
、
慧
心
ノ
御
筆
ナ
リ
、

已
上
三
彙

『
捃
聚
抄
』
と
『
遺
徳
法
輪
集
』
の
記
載
を
比
較
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
、
平
次
郎
伝
説
（
身
代
わ
り
名
号
伝
説
）
の
展
開
を
考

え
る
上
で
、
重
要
な
幾
つ
か
の
論
点
が
み
え
て
く
る
。
本
稿
で
は
以
下
の
三
点
に
絞
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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一
点
目
は
、
両
書
に
お
い
て
平
次
郎
が
平
太
郎
の
舎
弟
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
高
弟
の
な
か
で
も
抜
群
の
知
名
度
を

誇
る
大
部
の
平
太
郎
に
つ
い
て
は
、
既
に
触
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
平
太
郎
と
河
和
田
の
平
次
郎
は
、
浄
土
真
宗
学
僧
の
天
旭
や
宗

誓
に
兄
弟
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
両
者
を
兄
弟
と
す
る
認
識
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
も
着
実
に
浸
透
し
て
い
っ

た
。
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
是
心
著
『
二
十
四
輩（

１４
）記

』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
刊
行
の
紅
玉
堂
楓

司
著
『
二
十
四
輩
巡
拝（

１５
）記

』、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
刊
行
の
嶋
屋
長
次
著
『
二
十
四
輩
参
詣（

１６
）記

』
な
ど
、
明
確
に
順
路
や
里
程

を
示
し
、
一
般
信
徒
の
参
詣
案
内
記
と
な
り
得
る
書
物
が
次
々
登
場
す（

１７
）る

。
そ
れ
ら
の
な
か
で
、
平
太
郎
開
基
の
真
仏
寺
と
、
そ
の

弟
平
次
郎
開
基
の
報
仏
寺
は
、
必
ず
並
ん
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
真
仏
寺
か
ら
報
仏
寺
ま
で
の
里
程
は
一
里

半
（
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
参
詣
地
と
し
て
も
両
寺
は
セ
ッ
ト
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
大
部
の
平
太
郎
と
河
和
田
の
平
次
郎
が
浄
土
真
宗
僧
俗
に
よ
っ
て
兄
弟
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
親
鸞
高

弟
の
多
く
が
常
陸
・
下
総
周
辺
に
散
在
し
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、
史
実
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
平
太
郎
と
平
次
郎
を
東

国
生
ま
れ
の
兄
弟
と
す
る
こ
の
伝
承
に
、
大
き
な
違
和
感
を
抱
く
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
両
者
を
兄
弟
と
す
る
語
り
は
、

後
に
大
き
な
変
容
を
強
い
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

ち
な
み
に
、『
捃
聚
抄
』・『
遺
徳
法
輪
集
』
の
い
ず
れ
で
も
、
平
太
郎
と
平
次
郎
に
は
、
も
う
一
人
の
弟
が
お
り
、
そ
の
子
孫
は

大
和
在
住
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
は
大
き
な
論
点
と
も
な
り
得
る
。
と
い
う
の
も
、
大
和
国
下
市
（
現
在
の
奈
良
県
吉
野
郡

下
市
町
）
に
は
、
立
興
寺
と
い
う
唯
円
ゆ
か
り
の
寺
院
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
江
戸
時
代
に
立
興
寺
が
主
張
し
た
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
同
寺
の
開
基
は
弟
ど
こ
ろ
か
唯
円
そ
の
人
で
あ
り
、
唯
円
が
死
没
し
た
の
も
河
和
田
で
は
な
く
下
市
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
複
数
の
寺
院
に
よ
っ
て
由
緒
地
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
抗
争
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
立
興
寺
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ま
で
今
回
の
考
察
対
象
に
含
め
る
と
、
話
が
や
や
複
雑
に
な
る
た
め
、
本
稿
で
は
必
要
に
応
じ
て
触
れ
る
程
度
に
止
め
て
置
く
。

二
つ
目
に
注
目
し
た
い
点
は
、『
捃
聚
抄
』・『
遺
徳
法
輪
集
』
の
い
ず
れ
も
が
、「
光
明
本
」
を
報
仏
寺
随
一
の
霊
宝
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
遺
徳
法
輪
集
』
の
草
稿
本
と
目
さ
れ
る
宗
誓
著
『
親
鸞
聖
人
御
直
弟
散
在（

１８
）記

』
に
よ
っ
て
、「
光
明
本
」

の
具
体
的
様
相
を
補
っ
て
お
く
と
、
そ
れ
は
「
九
字
十
字
六
字
名
号
一
幅
、
此
内
ニ
太
子
高
僧
弥
陀
釈
迦
共
ニ
一
幅
ノ
内
ニ
ア
リ
」

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
報
仏
寺
の
「
光
明
本
」
と
は
、
九
字
（
南
無
不
可
思
議
光
如
来
）・
十
字
（
帰
命
尽
十

方
無
碍
光
如
来
）・
六
字
（
南
無
阿
弥
陀
仏
）
の
名
号
と
、
聖
徳
太
子
・
七
高
僧
・
弥
陀
如
来
・
釈
迦
如
来
を
、
一
幅
の
掛
軸
に
合

わ
せ
て
描
く
光
明
本
尊
を
指
し
て
い
た
わ
け
で
あ（

１９
）る

。
も
ち
ろ
ん
、
関
東
の
親
鸞
門
弟
集
団
に
お
い
て
多
く
用
い
ら
れ
た
光
明
本
尊

が
、
唯
円
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
報
仏
寺
の
霊
宝
で
あ
っ
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
。
た
だ
、
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
報
仏
寺
が
、
自
ら

盛
ん
に
身
代
わ
り
名
号
（
親
鸞
真
筆
の
十
字
名
号
）
を
喧
伝
し
、
参
詣
者
の
獲
得
に
努
め
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く（

２０
）と

、
元
禄
〜

宝
永
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法
輪
集
』
に
お
い
て
、
こ
の
伝
説
が
全
く
語
ら
れ
な

い
こ
と
に
、
我
々
が
疑
問
を
抱
か
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
報
仏
寺
が
平
次
郎
（
後
の
唯
円
）
開
基
の
寺
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
身
代
わ
り
名
号
の
寺
と
し
て
喧
伝
さ
れ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
下
野
国
花
見
岡
（
現
在
の
栃
木
県
下
野
市
）
に
伝
わ
る
親
鸞
の
大
蛇
済
度
伝
説
を
調
査
し
た
堤
邦
彦
は
、

娯
楽
性
の
強
い
図
会
物
や
在
地
寺
院
作
成
の
略
縁
起
で
は
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
る
こ
の
伝
説
が
、
学
僧
著
述
の
二
十
四
輩
巡
拝
記
録
に

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
推
測
し
て
い（

２１
）る

。
花
見
岡
の
大
蛇
済
度
伝
説
は
、
大
蛇
の
正
体
を
嫉
妬
に

狂
っ
て
夫
と
妾
を
喰
い
殺
し
た
妻
女
と
す
る
よ
う
な
土
俗
的
色
合
い
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
迷
信
や
虚
説
を
好
ま
な
い

学
僧
た
ち
が
、
こ
の
伝
説
を
「
正
し
い
親
鸞
伝
」
と
み
な
さ
ず
、
敢
え
て
記
録
し
な
か
っ
た
の
だ
と
。
一
般
信
徒
が
好
む
土
俗
的
伝
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説
と
、
正
統
教
学
に
凝
り
固
ま
っ
た
学
僧
の
間
に
生
じ
る
葛
藤
を
鋭
く
指
摘
し
た
堤
の
見
解
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法
輪
集
』
の
記
載
を
み
れ
ば
、
天
旭
や
宗
誓
が
親
鸞
の
奇
瑞
を
「
権
者
ノ
シ
ワ
ザ
」
と
と
ら
え
て
い
る

の
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
、
こ
の
世
に
現
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
化
身＝

親
鸞
が
、
迷
霊
の
済
度
や
身
代
わ

り
名
号
の
作
成
を
行
う
の
は
、
浄
土
真
宗
僧
侶
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
出
来
事
だ
っ
た
。
例
え
ば
『
遺
徳
法
輪
集
』
は
、
信
濃
国
塩

崎
康
楽
寺
の
霊
宝
と
し
て
「
身
代
名
号
」
を
紹
介
し
て
い（

２２
）る

。
ち
な
み
に
こ
の
「
身
代
名
号
」
は
、
石
山
合
戦
に
参
加
し
て
斬
首
さ

れ
か
け
た
信
徒
の
身
代
わ
り
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
迷
信
・
虚
説
を
避
け
る
た
め
、
平
次
郎
女
房
身
代
わ
り
名
号
の
存
在
が
意
図

的
に
排
除
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法
輪
集
』
が
著
さ
れ
た
時
点
で
、
報
仏
寺
の
身
代
わ
り
名

号
伝
説
は
ま
だ
か
た
ち
を
整
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
れ
で
は
、『
無
量
の
光
』
で
も
紹
介
さ
れ
た
報
仏
寺
を
め
ぐ
る
語
り
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
そ
の
謎
に
迫
る
前
に
、
そ
も
そ
も
報
仏
寺
が
な
ぜ
正
規
の
寺
院
と
し
て
自
ら
の
由
緒
を
語
り
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
検

討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
『
捃
聚
抄
』
と
『
遺
徳
法
輪
集
』
を
め
ぐ
る
三
つ
目
の
論
点
と
な
る
。

ま
ず
『
捃
聚
抄
』
の
記
載
に
着
目
す
る
と
、
平
次
郎
（
後
の
唯
円
）
は
親
鸞
か
ら
光
明
本
尊
を
授
与
さ
れ
る
ほ
ど
の
高
弟
で
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
子
孫
は
霊
宝
を
守
り
つ
つ
「
在
家
」
と
し
て
河
和
田
で
暮
ら
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。
浄
土
真
宗
に
は
、
正
規
の
僧

侶
身
分
で
は
な
い
も
の
の
、
教
義
に
精
通
し
、
村
の
道
場
を
管
理
運
営
す
る
半
僧
半
俗
の
道
場
主
が
多
く
存
在
し（

２３
）た

。
天
旭
は
、
道

場
主
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
唯
円
子
孫
を
描
き
出
し
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、『
捃
聚
抄
』
刊
行
時
に
は
、
岩
船
願
入
寺
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
、
本
山
東
本
願
寺
か
ら
報
仏
寺
の
寺
号
を
許
さ
れ
て
い
た
と
も
記
さ
れ
る
。

他
方
、『
遺
徳
法
輪
集
』
の
表
現
は
や
や
異
な
る
。
報
仏
寺
は
、
唯
円
が
開
基
し
た
頃
に
は
「
泉
慶
寺
」
と
い
う
寺
号
を
持
つ
正
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規
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
水
戸
藩
の
寺
院
統
制
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
り
、
唯
円
子
孫
も
還
俗

し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
後
の
展
開
は
、『
捃
聚
抄
』
と
お
お
よ
そ
同
じ
で
あ
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
願
入
寺
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
水
戸
藩
か
ら
寺
院
再
興
を
許
さ
れ
、
東
本
願
寺
か
ら
改
め
て
報
仏
寺
の
寺
号
を
賜
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
願
入
寺
の
慧
明
院
な
る
人
物
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
報
仏
寺
を
創
設
も
し
く
は
再
興
さ
せ
た
と
す
る

わ
け
だ
が
、
俗
人
の
家
が
寺
院
へ
昇
格
し
た
の
か
、
直
前
に
破
却
さ
れ
た
寺
院
が
再
興
を
果
た
し
た
の
か
で
は
、
意
味
合
い
が
か
な

り
異
な
っ
て
く
る
。『
捃
聚
抄
』
と
『
遺
徳
法
輪
集
』
の
記
載
で
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
史
実
に
忠
実
な
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、

水
戸
藩
の
宗
教
政
策
に
注
目
し
つ
つ
、
報
仏
寺
誕
生
の
謎
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
、
徳
川
光
圀
の
名
所
旧
跡
創
出
と
報
仏
寺

さ
て
、
本
節
の
目
的
は
、
水
戸
藩
の
宗
教
政
策
に
注
目
し
つ
つ
、
報
仏
寺
が
創
設
も
し
く
は
再
興
さ
れ
た
元
禄
年
間
（
一
六
八

八
〜
一
七
〇
四
）
の
状
況
に
迫
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
水
戸
藩
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者
が
言
及
し

て
き
た
。
古
く
は
辻
善
之
助
が
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
水
戸
・
岡
山
・
会
津
の
三
藩
で
立
て
続
け
に
実
行
さ
れ
た
寺
院
整
理

を
、
江
戸
時
代
の
典
型
的
な
宗
教
統
制
策
と
し
て
紹
介
し
て
い（

２４
）る

。
ま
た
圭
室
文
雄
は
、「
開
基
帳
」・「
破
却
帳
」
な
ど
の
史
料
を

駆
使
し
、
水
戸
藩
の
寺
院
整
理
に
お
け
る
処
分
寺
院
の
実
態
や
、
藩
主
徳
川
光
圀
の
政
策
意
図
を
明
ら
か
に
し（

２５
）た

。

ち
な
み
に
、
辻
や
圭
室
が
水
戸
藩
の
寺
院
整
理
を
取
り
上
げ
た
目
的
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
排
仏
的
風
潮
の
高
ま
り
を
指

摘
し
、
仏
教
の
衰
退
を
論
じ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
代
藩
主
光
圀
の
理
念
は
九
代
藩
主
斉
昭
の
天
保
年
間
（
一
八
三

（４１）
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〇
〜
一
八
四
四
）
に
お
け
る
寺
院
整
理
へ
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
政
策
を
も
引
き
出
し
た
と
、
衰
退
す
る

近
世
仏
教
イ
メ
ー
ジ
が
明
快
に
示
さ
れ
る
。
他
方
、
光
圀
に
寺
院
保
護
の
施
策
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
老
成
に
よ
る
排
仏

思
想
の
穏
健
化
と
い
っ
た
か
た
ち
で
片
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い
。

し
か
し
、
圭
室
に
よ
る
丹
念
な
史
料
分
析
は
、
結
果
的
に
近
世
仏
教
堕
落
論
の
枠
組
み
に
収
ま
り
き
ら
な
い
、
水
戸
藩
の
宗
教
政

策
の
深
部
を
探
り
当
て
て
い
る
と
も
評
価
で
き
る
。
す
な
わ
ち
水
戸
藩
は
、
寺
院
整
理
実
施
に
先
駆
け
、
寛
文
三
年
に
藩
領
全
寺
院

を
調
査
対
象
と
し
た
「
開
基
帳
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
圭
室
が
「
開
基
帳
」
か
ら
後
に
処
分
さ
れ
た
寺
院
の
特
徴
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
開
創
年
代
は
一
五
〇
〇
〜
一
六
〇
〇
年
代
、
檀
家
数
は
五
十
軒
以
下
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
破
却
帳
」
に

記
さ
れ
た
寺
院
整
理
の
基
本
方
針
も
、こ
の
処
分
結
果
に
照
応
し
て
い
る
。水
戸
藩
が
最
も
警
戒
し
て
い
た
の
は
、経
営
不
安
定
な
小

寺
・
小
庵
の
増
加
に
よ
り
、檀
家
の
奪
い
合
い
が
生
じ
、由
緒
あ
る
大
寺
ま
で
衰
微
に
及
ぶ
在
地
社
会
の
現
状
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

試
み
に
「
開
基
帳
」
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
水
戸
藩
領
内
の
全
寺
院
数
を
確
認
す
る
と
二
三
七
七
ヶ
寺
と
な
る
。
同
時
期
の
水
戸
藩

領
に
お
け
る
村
数
は
五
七
五
村
な
の（

２６
）で

、
一
村
平
均
四
ヶ
寺
も
の
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
六
〇
〇
年
代
の
日
本
社
会
に

お
け
る
寺
院
数
の
激
増
は
、
江
戸
幕
府
が
民
衆
に
檀
家
制
度
を
強
制
し
た
た
め
、
生
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近

年
で
は
、
死
後
の
安
寧
を
求
め
る
民
衆
の
な
か
か
ら
寺
院
創
設
の
要
求
が
高
ま
っ
て
お
り
、
幕
府
は
そ
の
風
潮
を
利
用
し
た
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
と
ら
え
方
も
登
場
し
て
い（

２７
）る

。「
開
基
帳
」
か
ら
み
え
て
く
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
急
増
し
続
け
る
小
寺
・
小
庵
の
姿

で
あ
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
そ
れ
が
在
地
社
会
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
で
も
、
全
体
的
に
み
れ
ば
寺
院
経
営
は
不
安
定
化
し
て
い

た
。
以
上
の
よ
う
な
実
状
か
ら
考
え
る
と
、
光
圀
の
ね
ら
い
は
、
儒
学
重
視
を
基
調
と
し
た
仏
教
排
斥
で
は
な
く
、
む
し
ろ
幕
府
の

基
本
方
針
に
従
っ
て
、
檀
家
制
度
の
担
い
手
と
な
り
得
る
諸
宗
寺
院
を
創
出
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
な
水
戸
藩
の
宗
教
政
策
に
対
す
る
理
解
を
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
た
の
が
長
谷
川
匡
俊
の
水
戸
藩
檀
林
研
究
で
あ（

２８
）る

。
長

谷
川
に
よ
る
と
、
徳
川
光
圀
が
行
っ
た
幾
つ
か
の
寺
院
保
護
は
、
急
進
的
な
排
仏
姿
勢
の
後
退
だ
け
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
明
確
な
政
治
的
意
図
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
光
圀
の
政
治
的
意
図
を
端
的
に
述
べ
る
と
、
そ
れ
は
藩
領
内
に
お
け
る
仏
教
諸

宗
檀
林
の
確
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
檀
林
と
は
僧
侶
の
養
成
機
関
で
あ
る
が
、
中
世
の
談
義
所
が
八
宗
兼
学
を
基
本
と
し
て
い
た

の
に
対
し
て
、
宗
派
ご
と
に
編
成
さ
れ
、
宗
派
教
学
へ
の
精
通
や
住
職
資
格
の
獲
得
を
目
的
に
掲
げ
る
点
に
特
徴
が
あ（

２９
）る

。
光
圀
の

寺
院
保
護
も
、
浄
土
宗
な
ら
瓜
連
常
福
寺
、
天
台
宗
な
ら
吉
田
薬
王
院
、
日
蓮
宗
な
ら
稲
木
久
昌
寺
と
い
う
よ
う
に
、
宗
派
ご
と
の

檀
林
整
備
に
向
け
た
明
確
な
展
望
が
見
出
せ
る
。
し
か
も
、
光
圀
は
仏
教
諸
宗
本
山
か
ら
高
僧
を
招
請
し
て
、
檀
林
寺
院
の
僧
侶
養

成
機
能
向
上
に
も
努
め
た
。
仏
教
諸
宗
本
山
が
幕
府
の
要
請
に
応
え
て
宗
派
ご
と
の
中
央
檀
林
を
整
備
す
る
最
中
、
光
圀
は
藩
領
内

で
も
地
方
版
の
諸
宗
檀
林
体
制
確
立
を
目
指
し
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
水
戸
藩
前
期
の
宗
教
政
策
が
み
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
話
を
報
仏
寺
に
戻
し
て
み
た
い
。『
遺
徳
法
輪
集
』
に
よ
れ
ば
、

小
寺
・
小
庵
を
破
却
せ
よ
と
い
う
指
示
が
承
応
三
年（
一
六
五
四
）に
水
戸
藩
主
か
ら
下
さ
れ
、
唯
円
開
基
の
泉
慶
寺
も
俗
家
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
小
寺
・
小
庵
を
標
的
と
し
た
寺
院
整
理
は
、
光
圀
が
目
指
し
た
宗
教
政
策
そ
の
も
の
な
の
で
、『
遺
徳
法
輪
集
』
の

表
現
は
、
一
見
す
る
と『
捃
聚
抄
』よ
り
も
史
実
に
忠
実
な
印
象
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
良
く
み
る
と
こ
の
記
載
は
不
自
然
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
承
応
三
年
と
い
え
ば
、
光
圀
の
父
に
し
て
初
代
水
戸
藩
主
の
徳
川
頼
房
が
存
命
中
の
時
期
で
あ
り
、
当
然
光
圀
は

世
嗣
と
し
て
江
戸
藩
邸
で
暮
ら
し
て
い
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
頼
房
も
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
四
月
に
水
戸
藩
領
か
ら
江
戸
藩
邸

へ
戻
っ
た
後
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
二
月
ま
で
江
戸
詰
め
を
続
け
て
い（

３０
）る

。
要
す
る
に
、
承
応
三
年
の
水
戸
藩
領
に
は
、
寺

院
整
理
を
強
力
に
推
し
進
め
た
光
圀
は
お
ろ
か
、
そ
も
そ
も
藩
主
が
不
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
頼
房
が
江
戸
藩
邸
か
ら
指
示
を
出
し
、
泉
慶
寺
を
廃
寺
処
分
に
し
た
可
能
性
も
、
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
、
小
寺
・
小
庵
の
破
却
と
は
、
は
っ
き
り
し
た
方
針
を
定
め
、
広
域
に
強
行
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
効
果
が
上
が
る
施
策
で
あ

る
。
多
く
の
小
寺
・
小
庵
が
散
在
す
る
な
か
、
泉
慶
寺
の
み
他
に
先
駆
け
て
廃
寺
処
分
に
さ
れ
た
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
不
可
解
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
、
承
応
三
年
と
い
う
年
が
誤
記
で
、
泉
慶
寺
は
寛
文
三
年
も
し
く
は
同
六
年
に
光
圀
の
指
示
で
俗
家
と
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
こ
の
推
測
も
成
り
立
た
な
い
。「
一
向
宗
開
基
帳
」
に
泉
慶
寺
や
報
仏
寺
の
記
載
は
な
い
し
、
そ

も
そ
も
河
和
田
村
に
浄
土
真
宗
寺
院
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ（

３１
）る

。
唯
円
の
子
孫
と
さ
れ
る
長
十
郎
は
、
や
は
り
『
捃
聚
抄
』
が

述
べ
る
ご
と
く
、
村
の
道
場
主
的
な
存
在
と
し
て
、
霊
宝
の
光
明
本
尊
を
大
切
に
守
り
続
け
て
き
た
人
物
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。

も
っ
と
も
、
そ
う
な
る
と
次
に
気
に
か
か
る
の
は
、
俗
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
長
十
郎
が
、
元
禄
年
間
に
正
規
の
寺
院
へ
昇
格
で
き

た
理
由
で
あ
る
。
光
圀
が
単
純
な
排
仏
思
想
の
持
ち
主
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
開
創
間
も
な
い
小
規
模
寺
院
を
経
営
安
定
化
の
阻

害
要
因
と
し
て
目
の
敵
に
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
唐
突
に
俗
家
を
正
規
寺
院
へ
格
上
げ
す
る
こ
と
は
、
光
圀
の
理
念
に
反
し

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
こ
の
特
例
措
置
の
背
景
を
探
る
べ
く
、『
捃
聚
抄
』・『
遺
徳
法
輪
集
』
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
挙
げ
る
願
入
寺
の
慧
明
院
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
実
は
こ
の
願
入
寺
こ
そ
、
光
圀
が
最
大
級
の
て
こ
入
れ
を

行
い
、
水
戸
藩
随
一
の
名
所
旧
跡
へ
と
創
り
上
げ
て
い
っ
た
浄
土
真
宗
寺
院
だ
か
ら
で
あ
る
。

願
入
寺
は
「
一
向
宗
開
基
帳
」
に
記
載
の
あ
る
寺
院
な
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
史
料
に
基
づ
い
て
、
寛
文
三
年
当
時
の
寺
院
規
模
を

復
元
し
て
お
こ（

３２
）う

。
後
に
茨
城
郡
宮
田
村
（
現
在
の
茨
城
県
大
洗
町
）
へ
と
伽
藍
を
移
す
こ
と
に
な
る
願
入
寺
で
あ
る
が
、
こ
の
当

時
は
久
慈
郡
久
米
村
に
存
在
し
た
。
末
寺
は
二
十
三
ヶ
寺
、
檀
家
は
一
五
〇
〇
人
存
在
し
、
末
寺
数
・
檀
家
数
と
も
に
水
戸
藩
領
内
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の
浄
土
真
宗
寺
院
の
な
か
で
ト
ッ
プ
に
位
置
し
て
い
た
。
光
圀
の
て
こ
入
れ
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
願
入
寺
は
藩
内
浄
土
真
宗
寺
院

の
最
大
勢
力
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
浄
土
真
宗
寺
院
は
願
入
寺
に
限
ら
ず
除
地
・
寺
領
が
少
な
く
、
願
入
寺
の
場
合
、
課
税
免
除

の
除
地
四
石
四
斗
四
升
七
合
を
所
持
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
浄
土
宗
の
常
福
寺
が
幕
府
公
認
の
寺
領
で
あ
る
朱
印
地
一
〇
〇
石
、
天

台
宗
の
薬
王
院
が
五
十
石
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
年
貢
収
納
可
能
な
寺
領
は
一
切
所
持
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
末
寺
数
・
檀
家
数
よ
り
も
強
く
願
入
寺
を
特
徴
付
け
て
い
た
の
は
、
如
信
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
す
る
開
基
伝
承
で

あ
る
。
如
信
は
、
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
の
孫
で
あ
り
、
本
願
寺
第
二
世
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
教
団
を
率
い

る
第
八
世
蓮
如
の
よ
う
な
指
導
者
を
思
い
描
い
て
し
ま
う
と
、
如
信
の
人
物
像
を
見
誤
る
こ
と
と
な
る
。
如
信
の
父
に
当
た
る
善
鸞

は
、
東
国
布
教
中
に
親
鸞
高
弟
た
ち
と
対
立
し
、
京
都
に
い
る
親
鸞
か
ら
義
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
物
な
の
で
、
父
に
付
き
従
っ
て

い
た
如
信
も
、
生
涯
の
大
半
を
関
東
で
過
ご
し
た
。
も
っ
と
も
、
祖
父
親
鸞
の
月
忌
法
要
に
際
し
て
上
洛
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し

い
。
親
鸞
の
末
娘
覚
信
尼
の
孫
で
あ
り
、
京
都
で
仏
道
修
行
中
だ
っ
た
若
き
覚
如
も
、
上
洛
中
の
如
信
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
後
に
大
谷
廟
堂
（
親
鸞
の
墓
所
）
を
本
願
寺
と
し
て
寺
院
化
し
、
寺
務
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
覚
如
は
、
自
ら
を

如
信
よ
り
血
脈
相
承
さ
れ
た
本
願
寺
第
三
世
と
主
張
し
、
如
信
を
親
鸞
か
ら
血
脈
相
承
さ
れ
た
第
二
世
と
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。

如
信
と
覚
如
の
関
係
を
系
図
で
示
し
て
お
く
と
図
①
の
よ
う
に
な（

３３
）る

。

覚
如
が
強
引
と
も
い
え
る
血
脈
相
承
を
主
張
し
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
重
松
明
久
の
的
確
な
指
摘
が
あ（

３４
）る

。
す
な
わ
ち
、
覚
如
の

時
代
に
お
い
て
、
親
鸞
の
子
孫
を
教
団
の
長
と
仰
ぐ
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、
親
鸞
の
高
弟
や
そ
の
後
継
者
た
ち
が
、
個
別
に
形
成
し

た
集
団
（
門
流
）
の
な
か
で
各
々
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
。
な
か
で
も
了
源
率
い
る
京
都
渋
谷
仏
光
寺
の
勢
力
伸
長
は
目
覚

ま
し
く
、
覚
如
の
立
場
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
覚
如
は
、
親
鸞
か
ら
如
信
へ
、
如
信
か
ら
覚
如
へ
と
い
う
法
脈
＋
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親
鸞

明
信

善
鸞

如
信

覚
如

小
黒
女
房

印
信

日
野
広
綱

覚
信
尼

覚
恵

髙
野
禅
尼

道
性

小
野
宮
禅
念

唯
善

血
縁
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
、
血
縁
者
の
み
が
持
つ
正
統
性
を
打
ち

出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
覚
如
が
置
か
れ
た
複
雑
な
政
治
的
環
境
の
な
か
で
、
本
願

寺
の
寺
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
如
信
は
本
願
寺
第
二
世
と
な
っ

た
の
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
教
団
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
た
め
に

用
い
ら
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
当
の
如
信
や
そ
の
子
孫
は
東
国

に
建
立
し
た
坊
舍（
後
の
願
入
寺
。
当
初
奥
州
大
網
に
存
在
し
た
が
、

戦
乱
に
よ
っ
て
浪
々
と
し
、
第
十
二
世
如
正
の
時
代
に
常
陸
国
久
慈

郡
久
米
村
へ
移
転
）
で
信
仰
生
活
を
送
り
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
話
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
の
が
、
徳
川
光
圀
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

光
圀
と
願
入
寺
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に

願
入
寺
で
刷
ら
れ
た
「
水
戸
岩
船
願
入
寺
来
由
略
縁
起
」
に
詳
し
い

の
で
、
以
下
に
引
用
し
て
お
こ（

３５
）う

。

時
に
水
戸
黄
門
源

（
マ
ヽ
）

光
國
卿
国
郡
を
巡
見
し
給
ひ
、
寛
文
五
年
乙
巳
十
月
寺
社
の
法
令
を
定
て
、
由
緒
こ
れ
な
き
新
建
の
寺
社

ハ
悉
く
毀
廃
し
、
由
緒
正
し
き
寺
院
は
慇
懃
に
造
立
し
給
ふ
、
具
に
行
実
に
載
か
こ
と
し
、
此
時
に
臨
て
源
光
國
卿
久
米
村
願

入
寺
へ

（
マ
ヽ
）

御
狂
駕
が
あ
り
て
寺
院
の
来
由
を
問
せ
給
ふ
、
よ
つ
て
如
高
御
坊
答
へ
た
ま
わ
く
、
当
寺
ハ
本
願
寺
第
二
世
如
信
上
人

開
闢
の
梵
莚
に
し
て
嫡
男
浄
如
よ
り
以
来
血
脈
相
承
今
に
お
ゐ
て
退
転
な
し
、
京
都
本
願
寺
ハ
覚
如
上
人
へ

（
マ
ヽ
）

附
禹
し
て
浄
土
真

図① 如信と覚如の関係
（重松明久『覚如』２３８頁より必要箇所を抜粋）
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宗
第
三
祖
の
法
主
と
定
め
給
へ
る
な
り
と
、
則
願
入
寺
旧
記
并
系
譜
等
披
覧
に
そ
な
へ
給
ふ
、
源
義
公
こ
れ
を
熟
覧
ま
し
〳
〵

て
仰
に
の
た
ま
わ
く
、
嗚
呼
縁
由
寔
に

然
た
り
、
法
流
血
脈

（
マ
ヽ
）

写
瓶
相
承
宗
門
に
お
ゐ
て
豈
比
類
あ
ら
ん
や
、
感
嘆
す
く
な
か

ら
ず
侍
る
な
り
と
、
其
日
も
夕
暮
に
及
び
ぬ
れ
は
各
退
出
し
給
ひ
け
り
、
か
く
て
延
宝
元
年
癸
丑
三
月
琢
如
上
人
三
回
の
御
法

会
に
つ
い
て
如
高
御
坊
上
京
、
同
年
五
月
廿
五
日
源
義
公
御
帰
国
、
翌
廿
六
日
水
戸
寺
社
奉
行
山
縣
源
七
・
横
田
庄
三
郎
よ
り

久
米
邑
願
入
寺
へ
飛
脚
到
来
（
中
略
）
今
般
水
戸
中
納
言
殿
思
召
を
も
つ
て
如
高
御
房
の
息
女
鶴
姫
を
水
戸
家
御
養
女
と
な
し

給
ひ
、
本
願
寺
御
連
枝
を
招
請
あ
り
て
配
偶
し
、
願
入
寺
を
再
興
せ
ん
と
の
御
所
望
な
り
と
、
両
士
よ
り
も
ふ
し
達
せ
ら
る
、

則
ち
此
を
も
む
き
水
戸
家
よ
り
京
都
へ
申
達
し
是
あ
り
、
依
之
琢
如
上
人
御
子
慧
明
院
殿
如
晴
御
房
同
年
十
月
廿
二
日
水
戸
城

内
へ
下
着
あ
り
て
、
夫
よ
り
岩
船
山
造
営
を
企
て
給
ふ
、
遂
に
翌
年
甲
寅
二
月
殿
堂
門
普
こ
と
〳
〵
く
造
立
の
事
畢
り
給
ふ
、

よ
つ
て
同
年
七
月
朔
日
慧
明
院
入
院
ま
し
〳
〵
、
水
戸
家
よ
り
鶴
姫
君
入
輿
あ
り
て
配
嫁
と
し
、
水
戸
殿
御
宗
門
連
枝
と
し
て

寺
領
三
百
石
余
を
寄
附
し
て
、
永
く
関
東
真
宗
第
一
の
寺
院
仏
法
弘
通
の
霊
場
と
な
れ
り

願
入
寺
の
略
縁
起
に
よ
れ
ば
、
光
圀
の
同
寺
へ
の
介
入
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
十
月
に
始
ま
っ
た
。
寛
文
年
間
と
い
え
ば
、

従
来
の
研
究
で
は
水
戸
藩
領
内
に
廃
寺
政
策
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
時
期
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
光
圀
の
真
意
が
檀
家
制
度
を

担
い
得
る
安
定
し
た
寺
院
の
創
出
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
稿
で
既
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
略
縁
起
も
ま
た
、
光
圀
が
願

入
寺
を
訪
れ
た
目
的
は
由
緒
正
し
い
寺
院
の
取
り
立
て
に
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
願
入
寺
第
十
五
世
如
高
か
ら
、
如
信

こ
そ
本
願
寺
第
二
世
で
あ
る
旨
を
聞
い
た
光
圀
は
、
血
脈
相
承
比
類
な
き
由
緒
地
が
水
戸
藩
領
に
存
在
す
る
こ
と
に
感
嘆
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
筆
者
と
し
て
は
、
藩
領
内
の
諸
宗
檀
林
整
備
こ
そ
光
圀
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
と
す
る
長
谷
川
匡
俊
の
指
摘

を
踏
ま
え
、
願
入
寺
へ
の
介
入
も
ま
た
、
藩
領
内
の
浄
土
真
宗
寺
院
に
と
っ
て
長
と
な
る
存
在
の
創
出
が
最
終
目
的
で
あ
っ
た
と
考
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如
信

（
願
入
寺
第
一
世
）

如
高

（
願
入
寺
第
十
五
世
）

啄
如

（
東
本
願
寺
第
十
四
世
）

養女とする

一
如

（
東
本
願
寺
第
十
六
世
）

常
如

（
東
本
願
寺
第
十
五
世
）

徳
川
光
圀

慧
明
院
如
晴

（
願
入
寺
第
十
六
世
）

鶴
姫

え
て
い（

３６
）る

。
た
だ
願
入
寺
取
り
立
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
光
圀
の
個
人
的
志
向
が
か
な
り
入
り
込
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
、

そ
こ
に
何
か
特
別
な
感
情
を
想
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
光
圀
と
い
え
ば
、
兄
の
頼
重
を
差
し
置
い
て
藩
主
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
長
幼
の
序
に
反
し
た
自
分
を
責
め
、
兄
の
子
を
養
子
に
入
れ
て
ま
で
名
分
を
正
し
た
強
烈
な
個
性
の
持
ち
主
な

の
で
あ（

３７
）る

。
本
来
な
ら
本
山
本
願
寺
の
宗
主
を
勤
め
る
べ
き
血
筋
で
あ
り
な
が
ら
、
不
満
を
か
こ
つ
こ
と
も
な
く
、
地
方
寺
院
の
住

職
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
い
う
如
高
の
告
白
に
、
光
圀
が
人
倫
の
根
幹
を
見
出
し
た
可
能
性
は
高
い
。

そ
こ
で
、
光
圀
は
強
力
な
指
導
力
を
発
揮

し
、
願
入
寺
の
復
権
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。

如
高
の
娘
で
あ
る
鶴
姫
を
光
圀
の
養
女
に
迎

え
、
そ
の
鶴
姫
と
現
東
本
願
寺
宗
主
の
近
親
者

を
婚
姻
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、
水
戸
藩
か
ら
願

入
寺
へ
提
案
さ
れ
た
秘
策
で
あ
っ
た
。
延
宝
元

年
（
一
六
七
三
）、
東
本
願
寺
第
十
五
世
常
如

が
、
先
代
琢
如
の
子
で
自
ら
の
弟
で
も
あ
る
慧

明
院
如
晴
の
願
入
寺
入
院
を
承
諾
し
た
こ
と

で
、
こ
の
秘
策
は
み
ご
と
に
成
就
し
た
（
図
②

参
照
）。
如
晴
は
ま
ず
鶴
姫
と
の
婚
儀
の
た
め

に
水
戸
城
へ
入
り
、
そ
の
間
に
願
入
寺
は
水
戸

図② 願入寺歴代住職と水戸藩主・東本願寺宗主の関係
（「水戸岩船願入寺略縁起」に基づいて作成）
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城
か
ら
水
運
の
便
も
良
い
茨
城
郡
宮
田
村
（
後
に
磯
浜
村
と
改
称
し
て
鹿
島
郡
に
編
入
）
へ
と
移
転
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
、
水
戸

藩
主
・
東
本
願
寺
宗
主
い
ず
れ
と
も
深
い
縁
を
持
つ
如
晴
は
、
そ
の
格
式
に
相
応
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
願
入
寺
へ
、
満
を
持

し
て
入
院
し
た
わ
け
で
あ
る
。
略
縁
起
に
よ
れ
ば
、
三
〇
〇
石
余
と
い
う
破
格
の
寺
領
が
寄
進
さ
れ
る
な
ど
、
願
入
寺
を
関
東
随
一

の
霊
場
と
す
る
光
圀
の
試
み
は
、
そ
の
後
も
続
い
た
と
さ
れ
る
。

さ
て
、
略
縁
起
を
信
じ
る
限
り
、
願
入
寺
を
新
た
な
名
所
旧
跡
へ
仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
光
圀
の
て
こ
入
れ
は
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
参
詣
者
を
誘
引
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
略
縁
起
が
、
史
実
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
は
即
断
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
よ
り
信
憑
性
の
高
い
史
料
と
し
て
『
水
戸
義
公
全
集
』
に
載
る
願
入
寺
宛
の
光
圀
書
簡
に
注
目
し
て
み
た（

３８
）い

。
願
入

寺
に
宛
て
ら
れ
た
光
圀
書
簡
は
一
〇
〇
通
近
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
七
月
十
三
日
付
・
岩
船
院
主
慧
明
院
宛
の
書
簡

は
、
願
入
寺
と
光
圀
の
関
係
性
を
探
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

侘
ニ
而
候
ヘ
ハ
此
段
申
に
く
く
候
へ
共
、
貴
僧
之
御
事
ニ
候
ヘ
ハ
無
腹
蔵
申
進
候
、

（
光
圀
）

下
官
義
も
兼
々

御
門
主
思
召
之
通
ニ
存

候
へ
共
、
願
入
寺
事
、
久
敷
退
転

（
廿
四
輩
カ
）

、
四
輩
よ
り
も
却
下
座
之
様
ニ
人
々
存
罷
在
候
所
を
、
下
官
代
ニ
如
信
上
人
之
御
旧
跡
を
取

立
申
度
願
望
ニ
而
候
へ
と
も
、
御
本
寺
を
始
、
天
下
之
勢
何
と
も
大
水
を
手
に
て
防
候
様
ニ
御
座
候
故
、
御
連
枝
之
内
を
申

下
、
此
勢
ニ
而
願
入
寺
を
取
立
可
申
と
存
、
先
年
貴
僧
を
申
下
候
、
依
之
、
先
ハ
願
入
寺
か
ま
し
く
成
、
下
官
大
慶
之
事
ニ
御

座
候
、
此
上
ハ
任
官
昇
進
之
事
、
此
一
事
ニ
止
申
候
（
中
略
）
然
所
ニ
当
御
門
主
之
思
召
、
無
当
家
遠
近
之
差
別
、
如
信
上
人

之
血
脈
を
専
ニ
思
召
、
願
入
寺
を
御
立
可
被
成
と
の
事
、
対
貴
僧
而
ハ
遠
慮
も
御
座
候
へ
と
も
、
御
連
枝
ハ
数
多
之
事
類
も
御

座
候
ニ
、
夫
を
指
越
、
良
丸
殿
と
御
座
候
段
、
別
而
寺
之
規
模
と
存
、
珍
重
不
過
之
存
候
、
依
之
得
度
之
事
延
々
ニ
成
候
而
ハ

如
何
ニ
候
間
、
弥
近
々
ニ
被
成
可
然
存
候
、
乍
推
参
、
儀
式
等
ニ
被
付
御
心
尤
ニ
存
候
、
得
度
済
候
ハ
ヽ
官
位
之
御
沙
汰
可
有

（４９）
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候
、
哀
願
ハ
直
叙
法
眼
と
致
度
事
と
存
候
、
以
上

こ
の
書
簡
は
、
慧
明
院
如
晴
に
対
し
て
、
光
圀
が
良
丸
（
如
晴
の
息
子
）
の
得
度
式
完
了
と
、
そ
の
後
の
任
官
昇
進
成
功
を
気
遣

う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。『
水
戸
義
公
全
集
』
に
収
録
さ
れ
た
他
の
願
入
寺
宛
書
簡
を
み
る
と
、
如
晴
は
良
丸
に
得
度
式
を
行
わ
せ

る
た
め
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
長
期
在
京
し
、
本
山
東
本
願
寺
と
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
も
、
年
の
記
載

は
な
い
が
、
恐
ら
く
同
年
に
、
水
戸
藩
領
で
隠
居
生
活
を
営
む
光
圀
か
ら
、
京
都
の
如
晴
へ
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
目
し
た
い
の
は
書
簡
前
半
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
光
圀
は
、
本
願
寺
第
二
世
如
信
開
基
の
寺
院
な
が
ら
、
戦
乱
に
よ
っ
て
零
落

し
、
人
々
か
ら
そ
の
格
式
を
認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
願
入
寺
の
か
つ
て
の
惨
状
を
嘆
い
て
い
る
。
願
入
寺
が
「
四
輩
」
よ
り
も
か

え
っ
て
下
座
に
み
ら
れ
て
い
た
と
い
う
回
顧
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
意
味
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
二
十
四
輩
を
意
識
し
た
発
言
で
あ
ろ

う
か
。
確
か
に
水
戸
藩
領
に
は
、
二
十
四
輩
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
と
い
う
浄
土
真
宗
寺
院
が
十
ヶ
寺
以
上
存
在
し
、
知
名
度
で
願

入
寺
を
凌
駕
し
て
い
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
光
圀
は
、
東
本
願
寺
宗
主
の
近
親
者
、
つ
ま
り
慧
明
院
如
晴
を
願
入
寺
へ
迎

え
入
れ
、
如
信
開
基
寺
院
の
本
来
の
格
式
を
取
り
戻
し
た
と
自
画
自
讃
し
て
み
せ
る
。
そ
し
て
、
後
は
寺
院
の
格
式
に
相
応
し
い
僧

官
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
良
丸
を
得
度
さ
せ
、
本
山
東
本
願
寺
へ
任
官
昇
進
を
願
う
の
だ
と
意
気
込
む
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
略
縁

起
の
記
載
に
誇
張
は
な
く
、
む
し
ろ
光
圀
の
情
熱
的
と
も
い
え
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
願
入
寺
は
水
戸
藩
随
一
の
名
所
旧
跡
へ
仕

立
て
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

ち
な
み
に
、
良
丸
の
得
度
式
は
元
禄
十
三
年
十
一
月
十
八
日
に
済
み
、
朗
報
に
接
し
た
光
圀
は
如
信
の
木
像
を
自
刻
し
て
願
入
寺

に
贈
っ
た
。
翌
月
六
日
に
光
圀
は
没
す
る
が
、
切
望
し
て
い
た
任
官
昇
進
が
頓
挫
す
る
こ
と
は
な
く
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

に
良
丸
は
権
少
僧
都
と
な
っ
て
い
る
。
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さ
て
、
光
圀
と
願
入
寺
の
関
係
を
た
ど
る
こ
と
に
少
々
紙
面
を
割
き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
と
も
あ
れ
水
戸
藩
に
お
け
る
浄
土
真

宗
寺
院
の
秩
序
は
、
光
圀
に
よ
る
願
入
寺
へ
の
強
力
な
て
こ
入
れ
を
経
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
踏

ま
え
る
と
、
報
仏
寺
が
水
戸
藩
の
寺
院
整
理
方
針
に
一
見
反
す
る
か
た
ち
で
創
出
さ
れ
て
い
く
理
由
に
も
見
当
が
付
く
。
少
な
く
と

も
浄
土
真
宗
寺
院
に
関
す
る
限
り
、
光
圀
の
方
針
は
か
な
り
恣
意
的
な
も
の
で
あ
り
、
重
視
す
べ
き
は
願
入
寺
を
長
と
す
る
寺
院
秩

序
の
確
立
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
如
晴
は
、
長
く
光
明
本
尊
を
守
り
続
け
て
き
た
長
十
郎
の
家
に
注
目
し
、
光
圀
に
言
上
し
て
例
外
的

に
寺
院
化
を
認
め
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

『
捃
聚
抄
』・『
遺
徳
法
輪
集
』
と
い
っ
た
学
僧
作
成
の
巡
拝
記
録
で
は
な
く
、
在
地
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
も
、
報
仏
寺
創

出
に
際
し
た
願
入
寺
の
関
与
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
る
。
例
え
ば
、
常
陸
国
鹿
島
郡
鳥
栖
村
（
現
在
の
茨
城
県
鉾
田
市
）
の
無
量

寿
寺
に
は
、「
常
水
府
寺
社
秘
録
目
録
」
と
い
う
水
戸
藩
領
内
の
寺
院
記
録
が
残
さ
れ
て
い（

３９
）る

。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
報
仏
寺
の

建
立
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
で
あ
り
、
建
立
と
同
時
に
願
入
寺
の
末
寺
へ
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
如
晴
と
光
圀
の
て
こ
入
れ
で
知
名
度
を
上
げ
た
名
所
旧
跡
は
報
仏
寺
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
喜
八
阿
弥
陀
の
名
前
で
知

ら
れ
る
お
堂
も
、
両
者
に
よ
っ
て
名
所
化
さ
れ
た
典
型
例
と
い
え
る
。『
遺
徳
法
輪
集
』
に
よ
る
と
、
喜
八
阿
弥
陀
の
由
緒
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
あ（

４０
）る

。
昔
、
常
陸
国
茨
城
郡
与
沢
村
（
現
在
の
茨
城
県
小
見
玉
市
）
に
与
八
と
い
う
者
が
い
た
。
与
八
に
は
妻
が

い
た
が
、
難
産
で
命
を
落
と
し
、
幽
霊
と
な
っ
て
毎
夜
泣
き
叫
ん
だ
た
め
、
村
人
た
ち
は
恐
れ
お
の
の
い
た
。
そ
こ
で
、
与
八
か
ら

懇
願
さ
れ
た
親
鸞
が
、
小
石
一
つ
一
つ
に
浄
土
三
部
経
の
文
字
を
書
き
写
し
、
亡
妻
を
弔
っ
た
塚
に
埋
め
る
と
、
幽
霊
は
め
で
た
く

往
生
を
遂
げ
た
。
こ
こ
ま
で
な
ら
、
堤
邦
彦
が
指
摘
す
る
土
俗
的
色
合
い
の
強
い
親
鸞
伝
説
そ
の
も
の
だ
が
、『
遺
徳
法
輪
集
』
は

最
後
に
以
下
の
よ
う
な
話
を
紹
介
す
る
。
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コ
ノ
与
八
ガ
子
孫
イ
ツ
ノ
比
ニ
カ
天
台
宗
ト
ナ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
今
厭
良
房
（
霊
宝
を
管
理
す
る
与
八
の
子
孫
―
筆
者
注
）
モ
初

ハ
天
台
宗
ニ
テ
俗
名
ヲ
喜
八
ト
申
シ
ケ
ル
ガ
、
水
戸
中
納
言

光
圀

公

カ
ノ
霊
宝
ヲ
拝
シ
タ
マ
ヒ
、
カ
ヽ
ル
大
切
ナ
ル
霊
宝
ヲ
伝
ヘ
ナ

ガ
ラ
其
由
緒
ヲ
ソ
ム
キ
先
祖
ノ
本
意
ヲ
失
フ
コ
ト
道
ニ
ア
ラ
ズ
、
ハ
ヤ
ク
真
宗
ニ
帰
シ
テ
コ
ノ
宝
物
ヲ
崇
ヨ
ト
仰
セ
ラ
レ
ケ
レ

バ
、
城
主
ノ
仰
ニ
マ
カ
セ
今
年
浄
土
真
宗
ト
ナ
リ
、
願
入
寺
主

如晴

ノ
弟
子
ト
ナ
リ
、
剃
髪
シ
テ
厭
良
房
ト
ソ
申
シ
ケ
ル
ト

云
云

与
八
の
子
孫
喜
八
は
、
親
鸞
真
筆
と
伝
え
ら
れ
る
三
幅
対
（
阿
弥
陀
如
来
絵
像
・
善
導
大
師
絵
像
・
聖
徳
太
子
絵
像
）
を
与
沢
村

に
て
守
り
抜
い
て
き
た
が
、
僧
侶
身
分
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
光
圀
治
世
に
は
天
台
宗
の
檀
家
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
光

圀
自
ら
浄
土
真
宗
へ
の
改
宗
を
勧
め
、
如
晴
の
弟
子
と
し
て
剃
髪
さ
せ
た
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
光
圀
と
如
晴
は
精
力
的
に
在
地
伝

承
を
顕
彰
し
、
最
終
的
に
願
入
寺
を
中
核
と
す
る
寺
院
秩
序
の
な
か
へ
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
如
晴
は
、
経

石
が
埋
ま
っ
て
い
る
与
八
妻
女
の
塚
に
柵
を
め
ぐ
ら
せ
て
自
ら
の
支
配
地
に
す
る
が
、
報
仏
寺
の
場
合
と
異
な
り
、
喜
八
阿
弥
陀
を

正
規
の
寺
院
と
し
て
願
入
寺
の
末
寺
へ
加
え
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
徳
川
光
圀
は
単
純
な
排
仏
論
者
で
は
な
く
、
水
戸
藩
領
内
の
名
刹
創
出
に
大
き
く
貢
献
し
て
い（

４１
）た

。
特
に
浄
土

真
宗
に
つ
い
て
い
え
ば
、
願
入
寺
の
如
晴
と
光
圀
の
関
係
は
養
父
と
そ
の
娘
婿
と
い
う
濃
密
な
も
の
で
あ
り
、
両
者
に
よ
っ
て
創
出

さ
れ
た
名
所
旧
跡
は
多
い
。
現
在
唯
円
開
基
の
寺
院
と
し
て
知
ら
れ
る
報
仏
寺
も
実
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
本
来
な
ら
小
寺
・
小
庵

が
次
々
と
整
理
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、
如
晴
の
て
こ
入
れ
に
よ
り
奇
跡
的
に
寺
院
化
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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三
、「
考
証
主
義
」
と
「
商
業
主
義
」
の
衝
撃

前
節
で
は
、
領
主
権
力
が
名
所
旧
跡
（
特
に
寺
院
）
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
あ
る
名
刹
が
存
続
し
得
る
か
、
破
却

さ
れ
る
か
の
決
定
権
を
握
っ
て
い
る
わ
け
だ
か（

４２
）ら

、
領
主
権
力
の
影
響
力
が
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
報
仏
寺
に
限
っ
て
い
え
ば
、
平
太
郎
の
弟
平
次
郎
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
と
す
る
点
、
親
鸞
真
筆
と
伝
え
ら
れ
る
光
明

本
尊
を
霊
宝
と
す
る
点
な
ど
、
由
緒
自
体
は
在
地
社
会
で
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
領
主
権
力
に
よ
る
名
所
旧
跡
の
創
出

は
、
そ
れ
に
お
墨
付
き
を
与
え
る
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
た
。

他
方
、
若
年
か
ら
親
鸞
旧
跡
の
調
査
に
努
め
て
き
た
浄
土
真
宗
学
僧
の
先
啓
が
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
『
大
谷
遺
跡
録
』

を
刊
行
し
て
自
ら
の
見
解
を
世
に
問
う
と
、
在
地
社
会
に
定
着
し
て
い
た
二
十
四
輩
寺
院
を
め
ぐ
る
語
り
の
多
く
は
根
底
か
ら
覆
さ

れ
て
い
く
。
そ
れ
は
い
う
な
れ
ば
「
考
証
主
義
」
の
衝
撃
で
あ
っ
た
。
先
啓
の
「
考
証
主
義
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

以
下
で
は
、『
大
谷
遺
跡
録
』
の
附
録
に
当
た
る
「
諸
寺
異
説
弾
妄
」
を
例
示
し
つ
つ
検
討
し
て
み
た（

４３
）い

。

興
宗
寺
は
、
覚
如
上
人
の
御
弟
子
、
田
島
行
如
房
の
遺
跡
也
。『
慕
帰
絵
』
に
覚
如
上
人
面
受
門
弟
の
列
に
行
如
と
あ
り
、
傍

に
田
島
興
宗
寺
と
記
せ
り
。『
顕
誓
記
』
に
は
、
田
島
興
宗
寺
和
田
信
性
、
あ
ひ
共
に
覚
如
御
在
国
の
中
御
勧
化
を
受
ら
れ
し

法
徒
也
と
云
へ
り
、
然
る
を
『
宝
永
記
』
に
は
、
当
寺
は
往
古
は
天
台
宗
也
、
聖
人
左
遷
の
時
御
弟
子
と
な
る
と
。
又
『
享
保

記
』
に
は
、
但
馬
の
刺
史
北
条
弥
次
郎
宗
之
と
云
、
聖
人
の
弟
子
と
な
り
、
所
縁
有
て
越
前
に
来
り
、
一
宇
を
造
立
す
と

云
云

。

之
れ
み
な
虚
談
也
。

興
宗
寺
は
、
現
在
も
福
井
県
に
存
在
す
る
浄
土
真
宗
の
名
刹
だ
が
、
先
啓
は
『
慕
帰
絵
』
や
『
顕
誓
記
』
を
引
用
し
つ
つ
、
こ
こ
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が
覚
如
高
弟
の
開
基
寺
院
で
あ
る
と
明
言
す
る
。『
慕
帰
絵
』
と
は
、
覚
如
の
息
子
で
あ
る
従
覚
が
撰
述
し
た
父
親
の
行
状
絵
巻
で

あ
る
。『
顕
誓
記
』
と
は
、
蓮
如
の
孫
で
あ
る
顕
誓
が
著
し
た
浄
土
真
宗
史
『
反
古
裏
書
』
を
指
し
て
い
る
。
先
啓
は
、
こ
れ
ら
を

き
わ
め
て
信
憑
性
の
高
い
史
料
と
位
置
付
け
、
自
ら
の
主
張
を
補
強
す
る
わ
け
で
あ
る
。
他
方
、『
宝
永
記
』と
は『
遺
徳
法
輪
集
』、

『
享
保
記
』
と
は
『
二
十
四
輩
記
』
の
こ
と
で
、
い
ず
れ
も
本
稿
で
既
に
登
場
し
た
巡
拝
記
録
や
参
詣
案
内
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
丹

念
な
実
地
調
査
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
興
宗
寺
を
親
鸞
高
弟
の
開
基
と
す
る
両
書
の
主
張
は
、
先
啓
の
手
に
か
か
れ

ば
怪
し
げ
な
虚
談
と
一
笑
に
付
さ
れ
て
し
ま
う
。

要
す
る
に
、
信
頼
し
得
る
史
料
を
逐
一
明
示
し
つ
つ
、
在
地
伝
承
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
い
く
の
が
、
先
啓
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

た
「
考
証
主
義
」
の
作
法
で
あ
っ
た
。『
大
谷
遺
跡
録
』
は
、
こ
の
「
考
証
主
義
」
の
姿
勢
に
お
い
て
『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法
輪

集
』
と
い
っ
た
先
行
す
る
書
物
と
一
線
を
画
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
先
啓
（
一
七
二
〇
〜
一
七
九
七
）
と
同
世
代
の
学

僧
に
着
目
す
る
と
、
同
じ
よ
う
な
姿
勢
を
重
視
す
る
者
が
多
い
。
例
え
ば
、
僧
樸
（
一
七
一
九
〜
一
七
六
二
）
は
、
歴
代
宗
主
の
著

作
と
伝
え
ら
れ
る
聖
教
に
厳
し
い
「
考
証
」
を
加
え
、『
真
宗
法
要
蔵
外
諸
書
管
窺
録
』
の
な
か
で
そ
の
多
く
を
偽
書
と
断
定
し（

４４
）た

。

ま
た
、
玄
智
（
一
七
三
四
〜
一
七
九
四
）
は
先
啓
よ
り
一
世
代
後
の
学
僧
だ
が
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
刊
行
以
来
人
気
を
博

し
て
い
た
宗
祖
伝
『
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』
に
批
判
的
な
見
解
を
示
す
な
ど
、
宗
祖
伝
の
「
考
証
」
に
情
熱
を
傾
け（

４５
）た

。
二
十
四
輩
寺

院
に
対
す
る
先
啓
の
発
言
は
、
か
な
り
攻
撃
的
で
反
発
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
も
の
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
考
証
主

義
」
と
い
う
新
し
い
時
代
の
価
値
観
に
則
り
、
き
わ
め
て
効
果
的
に
発
信
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
『
大
谷
遺
跡
録
』
刊
行
後
、
報
仏
寺
を
め
ぐ
る
語
り
は
ど
の
よ
う
な
変
容
を
強
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
「
諸

寺
異
説
弾
妄
」
を
引
用
し
て
、
先
啓
の
報
仏
寺
評
価
を
確
認
し
て
み
た（

４６
）い

。
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河
和
田
報
仏
寺
『
宝
永
記
』
云
、
唯
円
房
は
俗
名
平
次
郎
と
て
平
太
郎
弟
也
。
又
平
次
郎
弟
に
平
五
郎
と
い
へ
る
あ
り
。
聖

人
の
御
門
徒
と
な
り
き
。
其
末
孫
今
大
和
に
あ
り
と
。
近
来
は
北
条
平
太
郎
、
弟
平
次
郎
、
十
九
歳
に
し
て
御
弟
子
と
な
り
、

河
和
田
に
居
住
せ
り
。
聖
人
御
帰
洛
の
後
、
唯
円
五
十
三
に
て
上
洛
し
、
聖
人
へ
給
仕
し
、
御
遷
化
の
後
、
建
治
年
中
和
州
下

市
に
下
り
、
草
庵
を
し
め
、
老
後
に
河
和
田
に
下
り
、
正
応
元
年
上
都
し
て
覚
如
上
人
に
謁
し
奉
り
、
翌
年
二
月
六
日
六
十
八

歳
下
市
に
て
往
生
せ
り
と
。
こ
れ
和
州
立
興
寺
及
ひ
報
仏
寺
の
説
也
。
此
説
、
太
だ
信
用
し
が
た
し
。
其
故
は
、
六
十
八
歳
正

応
二
年
の
寂
な
れ
ば
、
十
九
歳
の
時
は
、
高
祖
御
帰
洛
の
後
御
歳
六
十
八
。
仁
治
元
年
、
門
弟
に
列
る
。
五
十
三
に
て
上
洛

し
、
聖
人
へ
御
給
仕
と
云
へ
り
。
唯
円
五
十
三
は
、
文
永
二
年
な
れ
ば
、
高
祖
御
遷
化
十
三
年
の
後
也
。
何
ぞ
御
給
仕
申
ん
や
。

先
啓
は
報
仏
寺
に
対
し
て
も
遠
慮
な
く
「
考
証
主
義
」
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
く
。
大
和
国
下
市
立
興
寺
と
報
仏
寺
の
寺
伝
に
よ
れ

ば
、
平
次
郎
（
後
の
唯
円
）
は
大
部
の
平
太
郎
の
弟
に
し
て
親
鸞
の
直
弟
子
で
あ
り
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
に
六
十
八
歳
で
没

し
た
と
さ
れ（

４７
）る

。
し
か
し
、
先
啓
に
と
っ
て
、
こ
の
寺
伝
は
信
用
に
値
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
平
次
郎

が
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う
十
九
歳
の
頃
に
親
鸞
は
既
に
関
東
を
去
っ
て
京
都
へ
戻
っ
て
い
る
し
、
給
仕
を
す
べ
く
上
洛
し
た
と
い
う

五
十
三
歳
の
頃
に
親
鸞
は
既
に
没
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
平
次
郎
は
、
弟
子
入
り
も
給
仕
も
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
念
の

た
め
付
言
し
て
お
く
と
、
筆
者
は
、
先
啓
以
前
の
浄
土
真
宗
僧
俗
が
、
稚
拙
に
も
寺
伝
の
矛
盾
に
気
付
か
ず
、
そ
れ
を
盲
信
し
て
い

た
と
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
塩
谷
菊
美
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
血
縁
関
係
の
な
い
僧
侶
を
実
際
の
兄
弟
と
し
て
描
い
た
り
、
開

基
僧
の
諸
国
遍
歴
を
異
常
に
長
く
描
い
た
り
と
、
寺
院
縁
起
は
「
型
」
を
守
っ
て
叙
述
さ
れ
る
も
の
で
あ（

４８
）る

。
見
得
を
切
る
歌
舞
伎

役
者
へ
観
客
が
拍
手
喝
采
す
る
よ
う
に
、
寺
院
を
め
ぐ
る
語
り
も
お
決
ま
り
の
「
型
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
先
啓
は

そ
こ
に
異
質
な
論
法
を
持
ち
込
む
こ
と
で
語
り
の
変
容
を
迫
っ
た
と
い
え
る
。
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も
っ
と
も
、
先
啓
の
「
考
証
主
義
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
と
い
う
時
代
環
境
の
な
か
で
、
し
か
も
浄
土
真
宗
学
僧
の
流
儀
で
創
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
的
な
実
証
史
学
と
は
、
類
似
す
る
点
も
あ
れ
ば
齟
齬
す
る
点
も
あ
る
。
近
代
実
証
史
学
の
徒
で
あ

れ
ば
、
右
の
よ
う
に
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
寺
伝
を
前
に
し
た
時
、
ま
ず
寺
伝
そ
の
も
の
の
成
立
過
程
に
疑
い
の
目
を
向
け
る
だ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
立
興
寺
と
報
仏
寺
の
寺
伝
に
決
定
的
な
矛
盾
点
を
見
出
し
た
先
啓
は
、
な
ぜ
か
唯
円
の
没
年
に
は
一
切
疑
問
を
抱

く
こ
と
な
く
、
以
下
の
よ
う
に
し
て
矛
盾
を
解
決
へ
と
導
い
て
い
く
。

私
考
に
大
納
言
弘
雅
阿
闍
梨
、
唯
円
を
慕
ふ
て
河
和
田
に
下
り
、
弟
子
と
な
り
、
唯
善
房
と
名
く
。
尤
も
智
徳
な
る
唯
善
な
れ

ど
も
、『
一
期
記
』
等
の
意
、
我
慢
強
気
の
人
な
れ
ば
、
中
々
唯
円
の
徳
を
慕
ふ
許
に
は
あ
る
ま
し
と
思
慮
す
る
こ
と
多
年
、

然
る
に
か
の
存
覚
の
『
一
期
記
』
に
小
野
宮
禅
念
坊
を
唯
円
父
と
あ
り
。
こ
と
に
高
祖
御
帰
洛
後
、
六
十
八
歳
の
時
、
御
弟
子

と
な
れ
り
。
唯
善
の
師
範
と
た
の
み
玉
へ
ば
、
道
理
と
し
て
も
禅
念
坊
の
息
男
な
る
べ
し
。
況
や
唯
円
父
と
あ
る
を
や
。
決
定

必
定
、
禅
念
房
息
に
し
て
、
唯
善
と
は
別
腹
の
兄
弟
也
。
中
古
の
邪
推
不
当
の
至
な
る
べ
し
。
平
太
郎
、
河
和
田
に
請
し
て
化

導
せ
し
む
。
是
故
に
後
代
平
太
郎
に
親
き
人
也
。
弟
な
る
べ
し
と
誤
り
伝
ふ
と
み
ゆ
。

こ
こ
で
唐
突
に
、
報
仏
寺
の
寺
伝
に
は
描
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
唯
善
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
た
め
、
簡
単
に
解
説
を
加
え
て
お

こ（
４９
）う

。
唯
善
は
、
親
鸞
の
娘
で
あ
る
覚
信
尼
と
小
野
宮
禅
念
の
間
に
生
ま
れ
た
。
覚
信
尼
は
日
野
広
綱
と
結
婚
し
て
覚
恵
（
覚
如
の

父
）
を
生
む
が
、
広
綱
と
死
別
し
た
後
に
小
野
宮
禅
念
と
再
婚
し
て
い
る
の
で
、
唯
善
に
と
っ
て
覚
恵
は
異
父
兄
に
当
た
る
（
図
①

参
照
）。
ち
な
み
に
唯
善
は
、
大
谷
廟
堂
の
私
有
化
を
画
策
す
る
も
失
敗
し
、
親
鸞
の
影
像
と
遺
骨
を
奪
っ
て
鎌
倉
へ
逃
亡
し
た
、

い
わ
く
つ
き
の
人
物
で
も
あ
る
。
一
見
す
る
と
あ
ま
り
報
仏
寺
と
の
関
わ
り
を
見
出
せ
そ
う
に
な
い
唯
善
に
、
先
啓
が
こ
こ
で
言
及

し
た
の
は
、
恐
ら
く
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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『
最
須
敬
重
絵
詞
』
は
、
門
弟
の
乗
専
が
撰
述
し
た
師
匠
覚
如
の
伝
記
で
あ
る
。
河
和
田
の
唯
円
に
関
す
る
信
頼
性
の
高
い
史
料

が
あ
ま
り
存
在
し
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、『
最
須
敬
重
絵
詞
』
と
後
述
す
る
『
慕
帰
絵
』
は
、
本
願
寺
教
団
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
記
録
と
い
え
る
。
ま
ず
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
唯
善
は
若
年
に
修
験
と
し
て
関
東
の
山
林
を
巡
っ
て
い
た
と

さ
れ
、
そ
の
唯
善
を
親
鸞
の
教
え
に
導
い
た
師
範
が
唯
円
で
あ
る
と
記
さ
れ（

５０
）る

。
も
っ
と
も
先
啓
は
、
唯
円
が
な
ぜ
性
格
に
難
の
あ

る
唯
善
を
弟
子
に
し
た
の
か
、
長
年
疑
問
を
感
じ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
あ
る
時
『
一
期
記
』
を
読
ん
で
腑
に
落
ち
た
と
い
う
。
な
ぜ

な
ら
『
一
期
記
』
は
小
野
宮
禅
念
を
唯
円
の
父
と
記
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
先
啓
が
紹
介
す
る
『
一
期
記
』
と
は
、
息
子
の
慈
観
が
父
親
存
覚
の
生
涯
を
記
し
た
『
常
楽
台
主
老
衲
一
期
記
』、
別
名

『
存
覚
一
期
記
』
の
こ
と
だ
が
、
よ
り
正
確
を
期
す
な
ら
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
出
版
さ
れ
た
刊
本
の
『
一
期
記
』
と
し
て
お

く
の
が
良
い
。
と
い
う
の
も
、
か
つ
て
西
本
願
寺
の
写
字
台
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
龍
谷
大
学
本
の
『
一
期
記
』
な
ど
主
な
写
本

を
確
認
し
て
も
「
唯
円
」
の
文
字
は
確
認
で
き
な
い
の
に
対
し（

５１
）て

、
享
保
三
年
版
の
刊
本
で
は
「
禅
念
坊
譲
状
」
と
い
う
文
字
の
右

脇
に
「
唯
円
父
」
の
傍
注
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ（

５２
）る

。
先
啓
は
多
く
の
人
が
読
み
飛
ば
し
そ
う
な
こ
の
傍
注
に
着
目
し
、
河
和

田
の
唯
円
が
小
野
宮
禅
念
と
そ
の
先
妻
（
覚
信
尼
と
再
婚
す
る
前
の
妻
）
の
息
子
で
あ
っ
た
と
、
斬
新
な
推
論
を
展
開
す
る
。

長
く
唯
円＝

大
部
の
平
太
郎
弟
説
を
守
り
抜
い
て
き
た
報
仏
寺
の
住
職
は
さ
ぞ
驚
愕
し
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、
我
々
に
と
っ
て
は

少
々
話
が
複
雑
に
な
り
過
ぎ
た
の
で
、
こ
こ
で
先
啓
の
主
張
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
先
啓
は
、
立
興
寺
と
報
仏
寺
の
寺
伝
に
近
代
実

証
史
学
に
も
似
た
手
法
で
切
り
込
み
、
時
系
列
上
の
矛
盾
点
を
見
出
し
た
。
た
だ
し
、
そ
こ
か
ら
寺
伝
の
全
体
像
へ
と
疑
い
の
目
を

移
し
て
い
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
唯
円
が
正
応
二
年
に
六
十
八
歳
で
没
し
た
と
い
う
な
ら
、
弟
子
入
り
し
た
と
さ
れ
る
十
九
歳
は
仁

治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
当
た
り
、
六
十
八
歳
の
親
鸞
は
既
に
関
東
か
ら
京
都
へ
戻
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
唯
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円
は
在
京
中
の
親
鸞
に
弟
子
入
り
で
き
た
の
か
、
と
い
う
の
が
先
啓
の
思
考
順
序
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息

子
説
を
持
ち
出
せ
ば
、
京
都
で
生
ま
れ
、
在
京
中
の
親
鸞
に
弟
子
入
り
し
た
と
し
て
も
不
自
然
さ
は
な
く
な
る
。『
最
須
敬
重
絵
詞
』

で
は
、
唯
善
が
唯
円
を
師
匠
と
仰
い
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
先
啓
は
、
唯
円＝

唯
善
の
異
母
兄
と
い
う
要
素
を

加
え
る
こ
と
で
無
理
な
く
理
解
で
き
る
と
結
論
す
る
。
常
陸
国
の
地
名
を
冠
し
た
河
和
田
の
唯
円
と
い
う
通
り
名
も
大
し
た
問
題
で

は
な
い
。
先
啓
は
、
親
鸞
直
弟
子
と
し
て
京
都
で
修
行
に
励
ん
で
い
た
唯
円
の
名
声
を
聞
き
つ
け
、
大
部
の
平
太
郎
が
唯
円
を
常
陸

国
へ
呼
び
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
た
ま
た
ま
名
前
が
平
太
郎
と
平
次
郎
だ
っ
た
か
ら
、
後
世
の
人
が
二
人
を

兄
弟
で
あ
る
と
勘
違
い
し
た
の
だ
と
、
誤
伝
発
生
の
経
緯
ま
で
説
明
し
て
、
立
興
寺
・
報
仏
寺
の
寺
伝
に
対
す
る
先
啓
の
言
及
は
締

め
括
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
「
考
証
」
作
業
の
末
、
在
地
社
会
で
語
ら
れ
て
き
た
唯
円＝

大
部
の
平
太
郎
弟

説
は
否
定
さ
れ
、
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
同
時
代
の
浄
土
真
宗
学
僧
の
な
か
に
も
、
先
啓
の「
考
証
」作
業
に
納
得
の
い
か
な
い
者
は
い
た
。
既
述
の
玄
智
は
、

心
血
を
注
い
で
完
成
さ
せ
た
浄
土
真
宗
史
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
の
な
か
で
唯
円
に
つ
い
て
も
触
れ
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い

（
５３
）る

。
享
保
三
年
版
『
一
期
記
』
で
は
、
禅
念
坊
と
い
う
文
字
の
右
脇
に
「
唯
円
父
」
と
傍
注
が
付
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
刊
本
に

は
誤
り
が
多
く
、「
唯
円
父
」
と
い
う
傍
注
も
疑
わ
し
い
。
本
来
「
唯
善
父
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
唯
円
父
」
と
書
き
誤
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
。
な
る
ほ
ど
、
禅
念
坊
に
「
唯
善
父
」
と
い
う
傍
注
を
付
せ
ば
、
読
者
の
理
解
を
助
け
る
適
切
な
解
説
と
な
り
得

る
。
玄
智
の
指
摘
は
、
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
近
代
実
証
史
学
に
酷
似
し
た
「
考
証
主
義
」
の
姿
勢
を
貫
く
先
啓
が
、
唯
円
を
め
ぐ
っ
て
強
引
と
も
い
え
る
つ
じ
つ

ま
合
わ
せ
を
行
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
真
摯
な
「
考
証
」
作
業
を
行
う
か
ら
こ
そ
、
皮
肉
な
こ
と
に
自
ら
の
推
論
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に
合
致
す
る
享
保
三
年
版
『
一
期
記
』
の
傍
注
に
偶
然
行
き
着
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と
ら
え
方
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

と
と
も
に
筆
者
は
、
先
啓
の
「
考
証
」
作
業
が
、『
最
須
敬
重
絵
詞
』
や
『
慕
帰
絵
』
な
ど
教
団
中
枢
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
史
料
を
、

疑
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
事
実
に
も
留
意
す
べ
き
と
考
え（

５４
）る

。『
最
須
敬
重
絵
詞
』
に
唯
円
が
登
場
す
る
こ

と
は
既
に
検
討
し
た
が
、『
慕
帰
絵
』
に
も
以
下
の
よ
う
に
唯
円
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
が
あ（

５５
）る

。

正
応
元
年
冬
の
こ
ろ
、
常
陸
国
河
和
田
唯
円
房
と
号
せ
し
法
侶
上
洛
し
け
る
と
き
、
対
面
し
て
日
来
不
審
の
法
文
に
を
い
て
善

悪
二
業
を
決
し
、
今
度
あ
ま
た
の
問
題
を
あ
け
て
、
自
他
数
遍
の
談
に
を
よ
ひ
け
り
。
か
の
唯
円
大
徳
は
鸞
聖
人
の
面
授
な

り
、
鴻
才
弁
説
の
名
誉
あ
り
し
か
は
、
こ
れ
に
対
し
て
も
ま
す
ま
す
当
流
の
気
味
を
添
け
る
と
そ
。

『
慕
帰
絵
』
の
な
か
で
唯
円
は
、
覚
如
に
浄
土
真
宗
の
教
え
を
手
ほ
ど
き
し
た
親
鸞
高
弟
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か
も
、
正
応
元

年
（
一
二
八
八
）
と
い
え
ば
、
親
鸞
の
死
去
か
ら
二
十
六
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
唯
円
は
か
な
り
の
高
齢
で
な
け

れ
ば
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
先
啓
は
浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
に
属
す
る
学
僧
で
あ
る
か
ら
、
本
山
お
墨
付
き
の
聖
教
に
描
か
れ
る
右
の

よ
う
な
唯
円
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
し
っ
か
り
と
脳
裏
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
と
、
正
応
元
年
に

若
き
覚
如
と
面
談
し
、
翌
年
に
六
十
八
歳
で
没
し
た
と
い
う
報
仏
寺
・
立
興
寺
の
寺
伝
の
内
容
は
、
先
啓
が
依
拠
し
て
い
た
『
慕
帰

絵
』
の
唯
円
イ
メ
ー
ジ
に
良
く
当
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
先
啓
は
、
寺
伝
が
有
す
る
矛
盾
を
鋭
く
批
判
し
つ
つ
、
唯
円

没
年＝

正
応
二
年
・
六
十
八
歳
説
に
は
固
執
し
、
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
入
門
期
の
矛
盾
点
を
解
決

へ
導
い
た
と
い
え
る
。
厳
し
い
表
現
を
用
い
る
な
ら
、
先
啓
の
「
考
証
」
作
業
と
は
、
先
行
す
る
強
い
イ
メ
ー
ジ
を
土
台
と
し
、
そ

の
土
台
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
収
集
し
た
史
料
を
継
ぎ
接
ぎ
し
て
い
く
も
の
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
先
啓
が
二
十
四
輩
寺
院
に
対
し
て
行
っ
た
「
考
証
」
作
業
の
内
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
が
、
と
も
あ
れ
先
行
す
る
巡
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拝
記
録
や
参
詣
案
内
に
比
し
て
、『
大
谷
遺
跡
録
』
が
き
わ
め
て
異
質
な
語
り
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
唯

円＝
大
部
の
平
太
郎
弟
説
を
例
に
取
れ
ば
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
『
捃
聚
抄
』
刊
行
以
降
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の

『
二
十
四
輩
参
詣
記
』
刊
行
に
至
る
ま
で
、
繰
り
返
し
提
唱
さ
れ
、
在
地
社
会
に
定
着
し
て
い
た
の
は
、
間
違
い
な
く
こ
ち
ら
で
あ

る
。
安
永
八
年
の
『
大
谷
遺
跡
録
』
で
唐
突
に
登
場
し
た
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
は
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
の
空
間
的
広
が

り
や
、
時
間
的
持
続
性
を
持
ち
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
大
谷
遺
跡
録
』
の
刊
行
が
二
十
四
輩
寺
院
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
史
料
は
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
で
あ

る
。『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
は
、
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
了
貞
が
文
章
を
書
き
、
そ
こ
に
浮
世
絵
師
の
竹
原
春
泉

斎
が
挿
絵
を
加
え
た
も
の
で
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
前
編
五
巻
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
後
編
五
巻
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
僧
侶
の
了
貞
に
よ
っ
て
著
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
人
気
戯
作
者
の
秋
里
籬
島
を
著
者
と
す
る
『
都
名
所
図
会
』・『
東
海
道
名
所

図
会
』
な
ど
先
行
す
る
名
所
図
会
を
意
識
し
た
庶
民
向
け
の
出
版
物
で
あ（

５６
）る

。
ち
な
み
に
、
江
戸
時
代
随
一
の
貸
本
屋
と
称
さ
れ
る

大
野
屋
惣
八
の
蔵
書
目
録
に
は
、
こ
の
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
も
存
在
す
る
が
、
前
編
・
後
編
と
も
に
置
本
三
冊
を
揃
え
て
い
る

の
は
注
目
さ
れ（

５７
）る

。
置
本
と
は
、
貸
本
に
使
う
書
物
に
破
損
・
紛
失
な
ど
が
生
じ
た
時
の
た
め
、
予
備
に
置
い
て
い
る
書
物
で
あ

る
。
当
然
人
気
商
品
ほ
ど
置
本
は
多
め
に
揃
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、『
都
名
所
図
会
』・『
東
海
道
名
所
図
会
』
な
ら
二
冊
、
十
返

舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
な
ら
各
編
四
冊
の
置
本
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
れ
ば
、『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
の

江
戸
時
代
当
時
に
お
け
る
高
い
人
気
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
「
商
業
主
義
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
こ
の
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
に
お
い
て
、
報
仏
寺
は
ど
の
よ
う
に
描

き
出
さ
れ
た
の
か
。
以
下
に
引
用
し
て
お
こ（

５８
）う

。
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法
喜
山
報
仏
寺

東
派

同
国
同
郡
河
和

田
村
に
あ
り

当
寺
ハ
聖
人
の
徒
弟
唯
円
大
徳
の
開
基
也
、
旧
唯
円
房
と
申
ハ
小
野
宮
少
将
阿
闍
梨
禅
念
房
の
息
男
に
し
て
大
納
言
弘
雅
阿
闍

梨
唯
善
大
徳
に
は
異
母
の
舎
弟
也
、
高
祖
聖
人
御
帰
洛
の
後
、
仁
治
元
年
十
九
歳
に
し
て
聖
人
の
御
弟
子
と
成
し
か
バ

于
時
聖
人

六
十
八
歳

法

名
を
唯
円
と
ぞ
賜
り
け
り
、
性
稟
穎
悟
に
し
て
早
く
真
宗
の
蘊
奥
を
極
め
、
頗
諸
弟
に
勝
り
し
か
バ
、
大
部
平
太
郎
こ
れ
を
招

請
せ
し
に
、
師
命
あ
つ
て
辞
す
る
事
を
得
ざ
れ
バ
、
終
に
当
国
に
下
向
し
、
此
地
に
弘
法
の
梵
宇
を
興
立
し
、
是
を
泉
慶
寺
と

号
し
、
専
勧
化
あ
ら
れ
し
に
、
文
永
十
一
年

于
時
五

十
三
歳

上
洛
の
折
か
ら
所
縁
に
依
て
和
州
吉
野
郡
下
市
秋
野
川
の
辺
に
一
宇
を
営
ミ

今の

下
市
立
興

寺
こ
れ
也

、
暫
彼
地
に
教
導
し
、
更
に
関
東
に
く
だ
り
て
お
わ
せ
し
が
、
正
応
元
年
再
上
洛
し
、
覚
如
上
人
に
面
謁
し
奉
り
、
同
二

年
二
月
六
日
終
に
下
市
立
興
寺
に
於
て
寂
を
示
す

于
時
六
十
八
歳
、
已
上
大

谷
遺
跡
録
に
よ
つ
て
記
す

了
貞
が
先
啓
の
主
張
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
右
の
文
章
を
記
し
て
い
る
の
は
、「
已
上
大
谷
遺
跡
録
に
よ
っ
て
記
す
」
と

い
う
彼
自
身
の
言
葉
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
了
貞
が
典
拠
を
明
示
し
つ
つ
自
分
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
先
啓
に
憧
れ
る
「
考
証
主
義
」
の
徒
だ
っ
た
と
推
測
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
む
し
ろ
、『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
前
編
巻
一

の
冒
頭
に
記
し
た
以
下
の
凡
例
が
、
了
貞
の
心
情
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
と
い
え（

５９
）る

。

一
、
先
に
遺
徳
法
輪
集
、
御
旧
跡
二
十
四
輩
記
、
大
谷
遺
跡
録
有
、
又
二
十
四
輩
巡
拝
記
、
参
詣
記
、
御
旧
跡
図
彙
等
、
皆
其

霊
場
の
伝
記
に
し
て
巡
拝
の
便
す
る
書
な
り
と
い
へ
ど
も
、
是
に
長
き
も
の
は
彼
に
短
く
前
に
充
れ
ば
後
に
欠
た
り
、
今
先

書
の
載
る
所
を
皆
集
し
国
字
俗
文
猶
加
る
に
図
画
を
以
て
せ
る
は
童
蒙
婦
女
の
視
安
か
ら
ん
が
為
な
り

了
貞
は
、
先
行
す
る
二
十
四
輩
の
巡
拝
記
録
・
参
詣
案
内
を
次
々
列
挙
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叙
述
に
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
と

い
う
。
そ
こ
で
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
に
は
、
と
に
か
く
そ
れ
ら
の
叙
述
を
網
羅
的
に
収
録
し
、
し
か
も
平
易
な
和
文
と
挿
絵
ま
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で
付
け
加
え
た
と
自
信
を
持
っ
て
宣
伝
し
て
い
る
。

先
啓
の
『
大
谷
遺
跡
録
』
と
は
、
多
く
の
史
料
を
博
捜
し
つ
つ
、
そ
の
な
か
で
ど
れ
が
信
頼
で
き
る
も
の
か
を
見
極
め
、
先
行
す

る
巡
拝
記
録
・
参
詣
案
内
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
「
考
証
主
義
」
の
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
了
貞
の
目
標
は
、
名
所
旧

跡
に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
出
し
惜
し
み
な
く
紹
介
し
、
庶
民
読
者
層
の
興
味
関
心
を
引
き
出
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
を
取
り
上
げ
た
理
由
も
、
先
啓
の
「
考
証
」
作
業
に
得
心
し
た
と
い
う
以
上
に
、
他
の
巡
拝
記
録
や

参
詣
案
内
に
な
い
目
新
し
さ
に
惹
か
れ
た
側
面
が
大
き
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
大
谷
遺
跡
録
』
の
刊
行
か
ら
三
十

年
後
、『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』に
先
啓
の
主
張
が
再
録
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。こ
う
し
て
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子

説
は
、
一
学
僧
の
個
性
的
な
主
張
を
脱
し
て
、
全
国
各
地
で
話
題
に
上
る
メ
ジ
ャ
ー
な
伝
説
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
少
し
話
題
を
変
え
た
い
。
了
貞
は
、
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
を
大
き
く
取
り
上
げ
た
も
の
の
、
先
啓
の
よ
う
な

「
考
証
主
義
」
の
信
念
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
徹
底
し
た
「
商
業
主
義
」
で
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
を
書
き
上
げ

た
。
そ
こ
で
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
に
は
、
東
西
本
願
寺
に
属
す
る
学
僧
に
は
評
判
の
悪
い
宗
祖
伝
『
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』
も
良

く
引
用
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
も
そ
も
出
典
の
良
く
分
か
ら
な
い
伝
奇
的
親
鸞
伝
説
も
、
時
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
庶
民
受
け
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
貪
欲
に
採
用
し
て
い
く
了
貞
の
「
商
業
主
義
」
的
精
神
は
、
先
啓
の
「
考
証
主
義
」
に
も
劣
ら
な
い
影
響
を
、
報
仏

寺
に
対
し
て
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
と
い
う
の
も
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
で
は
、『
大
谷
遺
跡
録
』
に
依
拠
し
て
報
仏
寺
の
歴
史

が
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
よ
り
一
回
り
小
さ
な
文
字
で
以
下
の
よ
う
な
平
次
郎
伝
説
も
紹
介
さ
れ
る
か
ら
で
あ（

６０
）る

。

唯
円
房
の
御
事
世
に
伝
ふ
る
所
を
聞
に
、
彼
平
太
郎
が
舎
弟
平
治
郎
と
い
ふ
者
あ
り
、
性
質
勇
猛
剛
腹
に
し
て
神
仏
を
信
ぜ
ず

（
中
略
）
妻
女
何
某
な
る
者
ハ
こ
れ
に
引
か
へ
（
中
略
）
誠
に
二
心
な
き
信
女
な
り
し
か
ば
、
聖
人
奇
特
に
思
し
め
さ
れ
御
真
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筆
の
名
号
を
授
与
し
給
ひ
し
に
、
平
治
郎
の
見
ん
事
を
憚
り
、
常
に
櫛
筺
に
入
、
朝
暮
に
是
を
念
じ
奉
り
し
が
、
平
治
郎
か
く

と
は
し
ら
で
妻
女
の
ふ
る
ま
ひ
心
行
ず
、
我
に
忍
び
て
夜
中
何
の
所
用
か
あ
ら
ん
、
是
必
ず
外
に
通
へ
る
密
夫
の
有
に
こ
そ
と

一
途
に
思
ひ
つ
め
、
所
詮
討
す
て
思
ひ
を
は
ら
さ
ん
も
の
と
わ
ざ
と
宵
よ
り
出
か
わ
し
て
村
は
づ
れ
の
木
隠
れ
に
妻
女
の
か
へ

る
を
待
わ
び
け
る
こ
そ
恐
し
け
れ
（
中
略
）
平
治
郎
夫
と
見
る
よ
り
詞
も
か
け
ず
抜
打
に
切
付
し
が
、
肩
先
よ
り
乳
の
下
ま
で

切
さ
げ
ら
れ
、
憐
れ
む
べ
し
妻
女
ハ
一
刀
の
下
に
息
た
え
た
り
、
平
治
郎
ハ
し
す
ま
し
た
り
と
独
歓
び
其
儘
宿
所
へ
か
へ
り
け

る
が
、
い
か
な
る
事
に
か
妻
ハ
恙
な
く
（
中
略
）
平
治
郎
ハ
大
に
仰
天
し
、
何
さ
ま
怪
異
の
事
也
と
お
も
ひ
、
即
あ
り
し
事
ど

も
を
つ
ぶ
さ
に
物
語
れ
ば
、
妻
も
と
も
に
打
驚
き
、
奇
異
の
思
ひ
を
な
し
け
る
が
、
さ
る
に
て
も
日
来
念
じ
奉
る
御
ほ
と
け
の

我
を
救
ハ
せ
給
ふ
に
も
や
と
彼
櫛
筺
の
名
号
を
取
出
し
見
て
あ
れ
バ
、
不
思
議
な
る
か
な
名
号
の
横
さ
ま
に
き
れ
た
る
に
ぞ

（
中
略
）
さ
し
も
の
平
治
郎
も
か
く
ま
の
あ
た
り
奇
特
を
見
て
霊
験
肝
に
銘
じ
つ
ゝ
、
忽
ち
改
悔
の
心
を
生
じ
、
妻
女
と
と
も

に
聖
人
の
御
坊
に
至
り
、
終
に
御
弟
子
と
成
り
け
る
と
な
ん
、
右
身
替
り
の
名
号
と
称
し
奉
り
、
和
州
下
市
村
立
興
寺
第
一
の

宝
物
た
る
事
諸
人
の
し
る
所
な
り

改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
右
に
引
用
し
た
の
は
、
平
次
郎＝

大
部
の
平
太
郎
弟
を
め
ぐ
る
伝
説
で
あ
る
。『
二
十
四
輩

巡
拝
図
会
』
で
は
、
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
が
支
持
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら
、
了
貞
は
前
後
矛
盾
す
る
叙
述
を
臆
面
も
な

く
併
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
了
貞
が
小
さ
な
文
字
で
控
え
め
に
紹
介
し
た

こ
の
平
次
郎
伝
説
こ
そ
、
津
本
陽
が
『
無
量
の
光
』
に
引
用
し
た
身
代
わ
り
名
号
伝
説
で
あ
る
。
元
禄
十
三
年
の
『
捃
聚
抄
』
を
皮

切
り
に
、
商
業
出
版
の
流
通
網
に
乗
っ
て
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
二
十
四
輩
の
巡
拝
記
録
や
参
詣
案
内
の
な
か
で
、
平
次
郎
女
房
身
代

わ
り
名
号
伝
説
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』
な
ど
同
じ
く
商
業
出
版
の
流
通
網
に
乗
っ
た
宗
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祖
伝
の
な
か
に
も
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
は
登
場
し
な
い
。
文
化
六
年
刊
行
の
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
こ
そ
、
身
代
わ
り
名
号
伝

説
を
発
信
し
た
初
め
て
の
出
版
物
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
了
貞
は
ど
の
よ
う
な
史
料
に
依
拠
し
て
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
を
紹
介
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
現
時
点
で

明
確
な
回
答
は
示
し
得
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
身
代
わ
り
名
号
を
下
市
立
興
寺
の
宝
物
と
し
て
い
る
の
で
、
報
仏
寺
で
は
な
く
立
興
寺
の

寺
院
縁
起
に
基
づ
い
た
と
考
え
る
の
が
、
ひ
と
ま
ず
穏
当
な
推
測
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
典
拠
史
料
の
解
明
以
上
に
、
身
代
わ

り
名
号
伝
説
が
文
化
六
年
段
階
で
唐
突
に
登
場
し
た
事
実
こ
そ
、
重
要
な
論
点
だ
と
も
い
え
る
。
堤
邦
彦
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
中

期
以
降
、
掛
幅
絵
を
用
い
た
絵
解
き
説
法
に
象
徴
さ
れ
る
大
衆
化
し
た
庶
民
教
化
が
地
方
寺
院
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
高
僧
伝
や
寺
院
縁
起
も
一
気
に
伝
奇
的
・
娯
楽
的
性
格
を
強
め
た
と
さ
れ（

６１
）る

。
身
代
わ
り
名
号
伝
説
も
ま
た
、
こ
う
し
た
流

れ
の
な
か
で
よ
う
や
く
江
戸
時
代
後
期
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
寺
院
縁
起
と
い
え
ば
、
特
定
の
土
地
に
強
く
結
び
付
い
た
も
の
と
み
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
人
口
に
膾
炙
し
た

先
行
す
る
物
語
を
、
特
定
の
土
地
へ
付
会
さ
せ
て
創
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多（

６２
）い

。
そ
れ
で
は
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
の
場
合
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
西
国
三
十
三
観
音
の
札
所
と
し
て
名
高
い
穴
太
寺
の
本
尊
は
、
以
下
の
よ
う
な
身
代
わ
り
仏
と
し
て
の
由
来
を
有

し
て
い
る
。
宇
治
宮
成
と
い
う
悪
評
高
い
人
物
が
、
仏
師
に
観
音
像
の
造
立
を
依
頼
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
完
成
に
及
ん
で
禄
物
が
惜

し
く
な
っ
た
宮
成
は
、
山
中
に
て
仏
師
を
待
ち
伏
せ
、
射
殺
し
て
し
ま
う
。
不
思
議
な
こ
と
に
射
殺
し
た
は
ず
の
仏
師
は
無
傷
で
、

新
造
の
観
音
像
に
矢
が
刺
さ
っ
て
い
た
た
め
、
宮
成
は
菩
提
心
を
起
こ
し
、
こ
れ
以
後
熱
心
な
仏
教
信
者
と
な
っ
た
。
な
お
、
穴
太

寺
の
身
代
わ
り
観
音
伝
説
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
、
宮
成
と
は
対
照
的
な
篤
信
者
で
あ
る
妻
女
が
観
音
像
の
造
立
を
勧
め
る
パ

タ
ー
ン
も
あ
る
し
、
仏
師
が
刀
で
袈
裟
斬
り
に
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
懐
に
忍
ば
せ
て
い
た
観
音
の
御
影
が
、
ず
た
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ず
た
に
裂
け
る
パ
タ
ー
ン
ま
で
存
在
し
て
お（

６３
）り

、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
と
の
類
似
性
は
高
い
。
ま
た
、
京
都
粟
生
の
光
明
寺
に
伝
わ

る
頬
焼
け
釈
迦
伝
説
だ
と
、
放
逸
無
慚
な
水
次
郎
が
登
場
し
、
托
鉢
を
迫
る
僧
侶
に
火
箸
を
押
し
当
て
た
と
こ
ろ
、
お
堂
の
釈
迦
像

に
焼
け
痕
が
付（

６４
）く

。『
沙
石
集
』
に
載
る
阿
弥
陀
の
利
益
譚
も
、
や
は
り
衆
生
に
代
わ
っ
て
阿
弥
陀
像
の
頬
に
焼
け
痕
が
付
く
話
で

あ（
６５
）る

。
こ
う
し
て
み
る
と
、
極
悪
人
が
仏
の
代
受
苦
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
劇
的
な
回
心
を
遂
げ
る
話
は
、
寺
院
の
開
創
や
霊
宝
の
由

来
を
述
べ
る
際
の
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
「
型
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
現
時
点
で
、
報
仏
寺
に
伝
わ
る
身
代
わ
り
名
号
伝
説
の
源

流
が
何
で
あ
っ
た
か
を
、
突
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
、「
商
業
主
義
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
『
二
十
四
輩
巡
拝

図
会
』
に
と
っ
て
、
身
代
わ
り
名
号
伝
説
は
、
確
か
に
読
者
受
け
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
収
録
さ
れ
る
べ
く
し
て
収
録
さ
れ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
『
大
谷
遺
跡
録
』
刊
行
以
前
の
報
仏
寺
を
め
ぐ
る
語
り
は
、
大
部
の
平
太
郎
の
弟
で
あ
る
平
次
郎
に

よ
る
開
創
と
、
親
鸞
真
筆
と
伝
え
ら
れ
る
光
明
本
尊
の
所
持
と
い
う
主
に
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
つ
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、「
考
証
主
義
」
を
信
念
に
掲
げ
る
先
啓
は
、
唯
円
を
小
野
宮
禅
念
の
息
子
で
あ
る
と
主
張
し
、
報
仏
寺
を
め
ぐ
る

語
り
に
大
き
な
変
容
を
強
い
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
そ
の
「
商
業
主
義
」
的
な
目
論
見

に
よ
り
、
報
仏
寺
に
は
ま
た
新
た
な
伝
説
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
平
次
郎
女
房
身
代
わ
り
名
号
伝
説
で
あ

る
。
寺
院
縁
起
は
、
あ
た
か
も
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
報
仏
寺
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う

に
、「
考
証
主
義
」
の
台
頭
や
「
商
業
主
義
」
の
隆
盛
と
い
っ
た
価
値
変
容
は
、
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
語
り
に
も
影
響
を
与
え
て
お

り
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
と
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
八
）
で
は
、
そ
の
構
成
要
素
が
劇
的
に
変
化
し
て
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い
た
の
で
あ
る
。

四
、
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
語
り
と
在
地
社
会

こ
こ
ま
で
報
仏
寺
を
め
ぐ
る
語
り
が
、
領
主
権
力
の
施
策
や
社
会
の
価
値
変
容
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
次
々
と
書
き
替
え
ら
れ
て

い
く
様
相
を
追
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
依
拠
し
た
史
料
の
多
く
は
学
僧
が
記
し
た
巡
拝
記
録
や
参
詣
案
内
で
あ
っ
た
た
め
、
最
後
に

報
仏
寺
自
ら
が
発
信
し
た
略
縁
起
を
紹
介
し
て
、
本
稿
の
考
察
を
締
め
括
り
た（

６６
）い

。

抑
当
寺
開
基
唯
円
大
徳
の
俗
姓
ハ
、
人
王
五
十
代
桓
武
天
皇
の
後
胤
葛
原
親
王
十
二
代
の
末
孫
北
条
修
理
之
介
平
芳
将
の
次
男

北
条
平
次
郎
則
義
な
り
、
然
る
に
此
平
次
郎
生
れ
つ
き
放
逸
に
し
て
更
に
仏
法
の
名
字
を
し
ら
ず
（
中
略
）
然
る
に
其
妻
ハ
夫

に
こ
と
か
わ
り
、
兄
平
太
郎
の
す
ゝ
め
に
依
て
祖
師
聖
人
の
御
教
化
を
信
じ
、
専
ら
仏
法
随
喜
の
心
深
く
厚
代
無
我
の
信
者
な

り
（
中
略
）
聖
人
其
志
の
深
き
事
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
則
十
字
の
御
名
号
を
御
染
筆
在
し
て
彼
の
女
房
に
玉
ハ
り
（
中
略
）
平

次
郎
帰
り
来
て
内
の
様
子
を
う
か
ゝ
ヘ
ハ
、
奥
の
一
間
に
女
房
ハ
書
た
る
も
の
に
打
む
か
ひ
一
人
り
言
し
て
余
念
な
く
な
が
め

て
居
る
体
見
る
よ
り
も
夫
ハ
忽
ち
疑
ひ
お
こ
り
、
密
夫
の
婬
書
と
心
得
て
（
中
略
）
悪
き
女
の
仕
業
か
な
、
今
ハ
了
管
な
り
が

た
し
、
観
念
セ
よ
と
云
よ
り
早
く
腰
に
差
た
る
山
刀
抜
手
も
見
せ
ず
切
か
く
れ
ば
、
日
比
凝
た
る
邪
見
の
刃
彼
女
房
の
肩
さ
き

よ
り
乳
の
下
ま
で
切
こ
ま
れ
、
一
声
さ
け
び
非
業
の
最
後
血
に
転
び
て
ぞ
息
た
へ
た
り
（
中
略
）
而
て
良
暫
く
あ
り
て
女
房
ハ

夢
の
覚
た
る
心
地
し
て
起
上
り
、
血
に
ま
ろ
び
た
る
我
姿
切
殺
さ
れ
し
と
思
ひ
し
に
少
の
怪
我
も
な
き
事
ハ
こ
ハ
何
事
と
あ
や

し
ミ
て
よ
く
〳
〵
見
れ
ハ
、
懐
よ
り
流
る
ゝ
血
し
ほ
に
心
付
お
し
肌
抜
て
改
め
見
れ
ハ
勿
躰
な
や
、
御
名
号
帰
命
尽
十
方
無
碍
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光
如
来
の
帰
命
の
二
字
よ
り
け
さ
が
け
に
切
れ
さ
せ
ら
れ
血
し
ほ
に
染
セ
玉
へ
る
を
見
る
よ
り
、
女
房
狂
気
の
如
く
打
驚
き
天

に
仰
き
地
に
転
ひ
、
い
か
な
る
大
悲
の
御
恵
に
て
未
来
ば
か
り
か
此
世
か
ら
斯
る
御
恩
を
蒙
る
と
ハ
冥
加
に
余
る
御
慈
悲
ぞ
と

心
も
言
も
絶
は
て
ゝ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
伏
し
づ
む
（
中
略
）
爰
に
平
次
郎
黙
然
と
し
て
居
た
り
し
が
宿
善
の
時
至
り
け
ん
（
中

略
）
平
次
郎
立
所
に
回
心
懺
悔
し
て
御
弟
子
と
な
り
、
二
十
四
輩
の
其
一
人
り
常
陸
国
河
和
田
の
唯
円
大
徳
是
な
り
、
則
聖
人

面
授
口
決
に
し
て
真
宗
安
心
の
規
範
を
顕
し
け
り
、
而
て
正
応
元
年
八
月
八
日
九
十
六
歳
に
し
て
終
に
往
生
の
素
懐
を
遂
に
け

り
、
夫
よ
り
已
来
血
脈
相
承
し
て
今
に
伝
来
す
る
平
次
郎
女
房
身
代
り
名
号
な
り
、
慕
帰
絵
詞
に
曰
く
、
常
陸
国
河
和
田
の
唯

円
大
徳
と
号
セ
し
法
侶
上
洛
し
け
る
と
き
対
面
し
て
日
来
不
審
の
法
門
に
於
て
善
悪
二
業
を
決
し
今
度
あ
ま
た
の
問
題
を
あ
げ

て
自
他
数
辺
の
談
に
及
び
け
り
、
彼
唯
円
大
徳
ハ
親
鸞
聖
人
の
面
授
な
り
、
鴻
才
別
説
の
名
誉
あ
り
し
か
ハ
是
に
対
し
て
も
益

当
流
の
気
味
を
添
け
る
と
ぞ
云
々
、
其
外
歎
異
鈔

（
敬
カ
）

・
教
重
絵
詞
等
の
聖
教
に
其
徳
を
揚
玉
へ
り
（
後
略
）

最
初
に
確
認
し
て
お
く
と
、
こ
の
略
縁
起
は
作
成
年
代
が
不
明
で
あ
る
。
木
版
一
枚
刷
り
の
略
縁
起
は
、
早
い
も
の
な
ら
元
禄
〜

享
保
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
三
六
）
に
は
作
ら
れ
て
い
る
た（

６７
）め

、
作
成
年
代
を
早
期
に
想
定
す
れ
ば
、『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法

輪
集
』
が
詳
述
し
な
か
っ
た
だ
け
で
、
報
仏
寺
に
は
連
綿
と
語
り
継
が
れ
る
身
代
わ
り
名
号
伝
説
が
存
在
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
も

一
応
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
と
い
う
の
も
、『
遺
徳
法
輪
集
』
が
「
已
上
三
彙
」
と
数
を
限
っ

て
紹
介
し
た
報
仏
寺
の
霊
宝
に
、
略
縁
起
で
語
ら
れ
る
十
字
名
号
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
略
縁
起
の
最
後
に
は
『
慕
帰
絵
』・『
最
須
敬
重
絵
詞
』・『
歎
異
抄
』
な
ど
が
列
挙
さ
れ
、
本
山
お
墨
付
き

の
聖
教
に
依
拠
す
る
か
た
ち
で
、
叙
述
の
権
威
付
け
が
行
わ
れ
る
。『
大
谷
遺
跡
録
』
で
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
「
考
証
主
義
」

の
作
法
が
、
こ
こ
で
は
忠
実
に
守
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
先
啓
は
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
『
歎
異
抄
』
ま
で
、
唯
円
の
偉
大
さ
を
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証
明
す
る
聖
教
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
佐
藤
正
英
に
よ
れ
ば
、
河
和
田
の
唯
円
と
『
歎
異
抄
』
を
関
連
付
け
る

言
説
は
、
天
明
二
年
（
一
七
四
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
玄
智
著
『
浄
土
真
宗
教
典
志
（
三
巻
本
）』
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
天
保
十
三

年
（
一
八
四
二
）
成
立
の
了
祥
著
『
歎
異
鈔
聞
記
』
で
明
確
な
主
張
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
主
流
の
見

解
で
は
な
く
、
了
祥
の
主
張
が
大
々
的
に
注
目
を
浴
び
た
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ（

６８
）る

。『
慕
帰
絵
』・『
最
須
敬
重
絵
詞
』
や
『
歎

異
抄
』
を
持
ち
出
し
て
、「
考
証
主
義
」
的
に
唯
円
開
基
の
報
仏
寺
を
権
威
付
け
る
こ
の
略
縁
起
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
作

成
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
伝
奇
的
・
娯
楽
的
な
略
縁
起
に
よ
っ
て
参
詣
客
を
誘
う
「
商
業
主
義
」
の
時
代
に
、
報

仏
寺
も
ま
た
、
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
身
代
わ
り
名
号
伝
説
を
導
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
、『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
が
参

照
さ
れ
た
の
か
、
下
市
立
興
寺
の
寺
院
縁
起
が
参
照
さ
れ
た
の
か
、
全
く
別
の
元
ネ
タ
が
存
在
し
た
の
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
よ
り
細
か
く
検
証
す
る
と
、
こ
の
略
縁
起
に
は
、『
大
谷
遺
跡
録
』
を
意
識
し
て
対
抗
的
に
書
か
れ
た
と
お
ぼ
し
き
箇
所

も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
唯
円
が
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
九
十
六
歳
で
没
し
た
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
既
に
確
認
し
た
通

り
、『
大
谷
遺
跡
録
』
で
は
、
唯
円
の
没
年
は
正
応
二
年
・
六
十
八
歳
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
情
報
は
立
興
寺
・
報
仏

寺
の
寺
伝
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
没
年
が
右
の
通
り
で
あ
っ
て
も
十
九
歳
の
唯
円
が
在
京
中
の
親
鸞
に
入
門
で
き
る
よ

う
に
、
先
啓
は
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
（
唯
円
京
都
出
身
説
）
を
提
唱
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
他
の
ど
の
著
述
に
も
登
場
し
な
い
没
年
九
十
六
歳
説
を
、
報
仏
寺
が
略
縁
起
の
な
か
に
入
れ
込
ん
だ
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
先
行
す
る
『
大
谷
遺
跡
録
』
を
読
み
、
そ
の
主
張
を
意
識
し
て
い
た
た
め
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
仮
説
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
報
仏
寺
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
若
き
平
次
郎＝

大
部
の
平
太
郎
弟
が
関
東
で
親
鸞
に
入
門
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
長
く
守
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り
抜
い
て
き
た
地
域
伝
承
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
寺
院
縁
起
に
ま
で
「
考
証
主
義
」
的
な
正
し
さ
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
唯
円
の
没
年
を
六
十
八
歳
に
す
る
と
、
十
九
歳
を
迎
え
る
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
に
、
関
東
で
親
鸞

に
入
門
し
た
と
は
主
張
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
唯
円
を
大
変
な
長
寿
の
僧
侶
と
す
る
こ
と
で
、
十
九
歳
で
関
東
在
住
の
親
鸞
に

入
門
し
、五
十
三
歳
で
京
都
在
住
の
親
鸞
に
給
仕
し
て
も
不
自
然
で
な
く
な
る
よ
う
、縁
起
の
語
り
を
調
整
し
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
報
仏
寺
の
略
縁
起
を
み
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
に
盛
行
し
た
多
く
の
略
縁
起
同
様
、
参
詣
客
の
気
を
引
く
派
手
な
霊
宝
の

喧
伝
が
如
実
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、「
商
業
主
義
」
に
徹
し
た
『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
の
融
通
無
碍
な
編
纂
姿
勢
と
異
な
り
、

報
仏
寺
の
略
縁
起
に
は
、
そ
こ
に
在
地
寺
院
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
込
め
よ
う
と
す
る
こ
だ
わ
り
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
大
谷
遺
跡
録
』
で
採
用
さ
れ
、『
二
十
四
輩
巡
拝
図
会
』
に
も
受
け
継
が
れ
た
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
は
、
こ
こ
で
は
決

し
て
採
用
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
報
仏
寺
の
略
縁
起
で
大
々
的
に
喧
伝
さ
れ
る
の
は
、
唯
円＝

大
部
の
平
太
郎
弟
説
（
唯
円

関
東
出
身
説
）
で
あ
り
、「
考
証
主
義
」
の
攻
勢
に
も
耐
え
得
る
よ
う
に
、
唯
円
没
年
の
改
変
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
略
縁
起
の
語
る
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
な
ら
、
九
十
六
歳
に
な
っ
た
唯
円
が
、
関
東
か
ら
は
る
ば
る
上
京
し
て
若
き
覚
如

の
疑
問
に
答
え
た
こ
と
に
な
る
わ
け（

６９
）で

、
近
代
実
証
史
学
の
徒
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
寺
院
縁
起
特
有
の
荒
唐
無
稽
さ
を
読
み
取
っ
て

し
ま
う
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
山
お
墨
付
き
の
聖
教
に
絶
対
的
な
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
、
そ
の
叙
述
に
齟
齬
し
な
い
唯
円＝

小
野
宮
禅
念
の
息
子
説
を
強
引
に
導
き
出
し
た
『
大
谷
遺
跡
録
』
と
、
地
域
伝
承
に
絶
対
的
な
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
、
そ
の
語
り
口
が

破
綻
し
な
い
唯
円
没
年
九
十
六
歳
説
を
導
き
出
し
た
報
仏
寺
の
略
縁
起
と
で
は
、
ど
の
史
料
を
基
軸
と
す
る
か
で
決
定
的
な
違
い
を

み
せ
つ
つ
、「
考
証
」
作
業
そ
の
も
の
は
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。「
商
業
主
義
」
的
な
娯
楽
性
を
追
求
し
て
身
代
わ
り
名
号
伝
説

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
軸
と
な
る
べ
き
語
り
は
捨
て
ず
、
な
お
か
つ
「
考
証
主
義
」
的
な
叙
述
の
整
合
性
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に
も
配
慮
を
示
す
。
報
仏
寺
の
略
縁
起
は
、
近
世
社
会
の
価
値
観
を
多
層
的
に
取
り
込
ん
で
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
今
回
取
り
上
げ
た
報
仏
寺
に
関
す
る
語
り
の
変
容
を
、
現
代
社
会
に
お
け
る
名
所
旧
跡
創
出
の
あ
り
方
と
比
較
す
る
こ

と
で
、
考
察
の
締
め
括
り
と
し
た
い
。

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
報
仏
寺
が
親
鸞
高
弟
開
基
の
寺
院
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
確
立
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
水
戸
藩

の
宗
教
政
策
や
、
藩
主
光
圀
の
地
域
秩
序
構
想
が
、
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
名
所
旧
跡
創
出
の
背
景
に
は
、

支
配
領
域
の
地
理
的
掌
握
を
目
指
す
幕
藩
領
主
の
全
般
的
な
志
向
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ（

７０
）る

。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ

や
日
本
国
政
府
は
、
政
治
的
中
立
を
標
榜
し
つ（

７１
）つ

、
世
界
遺
産
や
国
宝
を
認
定
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
我
々
が
幕
藩
領
主
に
よ
る

名
所
創
出
に
、
前
近
代
的
な
暴
力
性
を
感
じ
取
る
の
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
共
同
性
の
核
と
な
る
伝
統
が
最

も
精
力
的
に
創
出
さ
れ
た
の
は
国
民
国
家
の
成
立
期
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
明
治
政
府
は
国
民
性
の
涵
養
を
目
標
に
掲
げ
、

史
蹟
・
名
勝
の
保
存
に
力
を
尽
く
し
て
い
っ（

７２
）た

。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
論
じ
切
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
世
的
な
名
所
旧
跡
の
伝

統
が
、
近
代
に
至
っ
て
い
か
に
継
承
さ
れ
、
改
変
さ
れ
た
か
は
、
重
要
な
論
点
と
な
る
わ
け
で
あ（

７３
）る

。
も
ち
ろ
ん
、
権
力
に
よ
る
名

所
旧
跡
の
創
出
と
い
う
点
ば
か
り
を
強
調
す
る
の
も
一
面
的
で
あ
る
。
一
連
の
由
緒
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
在
地
社
会
の

諸
集
団
も
ま
た
、
幕
藩
領
主
に
由
緒
を
書
き
上
げ
て
特
権
（
本
稿
の
例
で
い
え
ば
寺
領
や
除
地
）
の
確
保
に
努
め（

７４
）た

。
そ
の
際
に
幕

藩
領
主
と
在
地
社
会
の
間
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
種
々
の
駆
け
引
き
や
葛
藤
・
協
調
こ
そ
、
本
稿
で
最
も
描
き
出
し
た
か
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
史
料
の
制
約
も
あ
り
、
十
分
な
考
察
が
で
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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ま
た
、「
考
証
主
義
」
や
「
商
業
主
義
」
な
ど
近
世
社
会
に
生
じ
た
新
た
な
価
値
観
が
、
幕
藩
領
主
に
よ
る
て
こ
入
れ
以
上
に
、

名
所
旧
跡
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
も
、
本
稿
で
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
商
業
主
義
」
の
影
響
は
、
現
代
人

に
と
っ
て
も
理
解
し
や
す
い
。
と
い
う
の
も
、
現
代
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
は
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
認
定

や
文
化
人
に
よ
る
称
賛
と
は
必
ず
し
も
関
係
し
な
い
と
こ
ろ
で
ブ
ー
ム
に
な
り
、
一
気
に
観
光
資
源
へ
と
化
し
て
い
く
か
ら
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
名
所
旧
跡
も
、
時
と
し
て
領
主
権
力
に
よ
る
認
定
や
伝
統
に
基
づ
く
権
威
付
け
と
は
無
関
係
に
、
娯
楽
性
を
頼
み

と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
社
会
に
お
け
る
発
信
の
広
範
さ
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
ま
が
り
な
り
に
も
商
業
出

版
が
成
立
し
て
い
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
、「
商
業
主
義
」は
間
違
い
な
く
名
所
旧
跡
の
価
値
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。

他
方
、
名
所
旧
跡
を
め
ぐ
る
旧
来
の
語
り
に
大
き
な
変
容
を
強
い
た
「
考
証
主
義
」
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
存
在

感
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
現
代
人
に
と
っ
て
も
、
学
術
的
な
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
名
所
旧
跡
は
、
確
か
に
魅
力
的
な
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
の
み
が
名
所
旧
跡
の
価
値
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
、「
真
正
性
（authenticity

）」
を
め

ぐ
る
岡
本
亮
輔
の
議
論
を
参
照
し
て
み
た（

７５
）い

。
岡
本
に
よ
る
と
、
真
正
性
と
は
多
く
の
人
が
共
有
し
得
る
本
物
ら
し
さ
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
復
元
天
守
で
あ
っ
て
も
、
建
造
当
時
の
立
地
や
素
材
を
検
証
し
つ
つ
復
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
真
正
性
は

多
く
の
人
か
ら
承
認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
現
代
社
会
は
宗
教
の
世
俗
化
に
よ
っ
て
名
所
旧
跡
を
認
定
す
る
寺
社
・
教
会
・
教
団
な

ど
の
影
響
力
が
低
下
し
、
そ
の
一
方
で
、
強
い
権
威
を
持
た
な
い
集
団
が
広
範
に
情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る

か
ら
、
真
正
性
が
き
わ
め
て
主
観
的
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
岡
本
は
、
主
観
的
真
正
性
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
名
所
旧
跡

の
典
型
的
と
し
て
、
青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
で
発
見
さ
れ
た
「
キ
リ
ス
ト
の
墓
」
を
挙
げ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
様
な
価
値
観
に
依
拠
し
て
喧
伝
さ
れ
る
現
代
社
会
の
名
所
旧
跡
と
比
較
し
た
場
合
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
名
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所
旧
跡
の
多
く
は
、
仏
教
教
団
の
揺
る
が
ぬ
権
威
に
依
存
す
る
か
た
ち
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
先
啓
が

『
大
谷
遺
跡
録
』
を
著
し
、
あ
れ
だ
け
強
気
で
地
域
伝
承
に
対
す
る
否
定
的
主
張
を
行
い
得
た
の
は
、
彼
の
「
考
証
主
義
」
が
本
山

お
墨
付
き
の
聖
教
に
依
拠
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
日
本
の
伝
統
的
な
名
所
（
ナ
ド
コ
ロ
）
は
、
古

歌
に
ど
れ
ほ
ど
詠
ま
れ
た
か
と
い
っ
た
古
典
教
養
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ（

７６
）り

、
出
典
を
明
示
す
る
「
考
証
主
義
」

の
作
法
に
馴
染
み
や
す
い
も
の
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
既
述
の
通
り
江
戸
時
代
に
は
、
学
僧
の
批
判
を
受
け
つ
つ「
商
業
主
義
」

的
な
娯
楽
性
を
頼
み
と
し
て
発
展
し
て
い
く
名
所
旧
跡
も
存
在
し
た
し
、「
考
証
主
義
」
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
か
け
た
寺
院
縁
起
（
本

稿
の
例
で
い
え
ば
、
河
和
田
の
唯
円＝

大
部
の
平
太
郎
弟
説
）
が
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
盛
り
立
て
る
語
り
と
し
て
よ
み
が
え

る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
名
所
旧
跡
を
創
り
上
げ
て
い
く
権
威
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
決
し
て
一
元
的
な
も
の
で
は
な
く
、
既
に

多
様
性
を
帯
び
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
蛇
足
な
が
ら
付
言
し
て
お
く
と
、
本
稿
で
は
実
証
史
学
の
手
法
に
則
り
、
報
仏
寺
の
寺
院
縁
起
が
生
成
さ
れ
る
過
程
に

様
々
な
検
討
を
加
え
て
き
た
。
た
だ
し
筆
者
は
、『
大
谷
遺
跡
録
』
で
先
啓
が
行
っ
た
よ
う
に
、
寺
院
縁
起
の
虚
偽
性
を
暴
露
し
て

「
正
し
い
由
緒
」
を
語
り
直
し
た
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
長
い
年
月
の
間
に
様
々
な
価
値
観
を
取
り
込
み
、
多
層
的
に

構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
寺
院
縁
起
は
貴
重
な
文
化
遺
産
な
の
で
あ
る
。
研
究
者
が
歴
史
資
料
と
し
て
の
寺
院
縁
起
に
向
き
合

う
時
に
も
、
た
だ
荒
唐
無
稽
さ
を
拒
絶
す
る
の
で
は
な
く
、
多
層
的
な
構
造
に
切
り
込
ん
で
寺
院
縁
起
の
豊
か
な
歴
史
性
を
解
き
明

か
す
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
こ
の
点
を
強
調
し
て
、
本
稿
の
つ
た
な
い
考
察
を
終
え
た
い
。
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【
註
】

（
１
）
五
木
寛
之
『
親
鸞
』
上
・
下
巻
（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
、
文
庫
版
は
二
〇
一
一
年
）、
同
『
親
鸞

激
動
篇
』
上
・
下
巻
（
講
談

社
、
二
〇
一
二
年
、
文
庫
版
は
二
〇
一
三
年
）、
同
『
親
鸞
完
結
篇
』
上
・
下
巻
（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
文
庫
版
は
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）
津
本
陽
『
無
量
の
光
』
上
・
下
巻
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
九
年
、
文
庫
版
は
二
〇
一
一
年
）。

（
３
）
『
無
量
の
光
』
文
庫
版
上
巻
一
八
〜
二
三
頁
。

（
４
）
『
親
鸞
聖
人
関
東
ご
旧
跡
ガ
イ
ド
』（
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
〇
〜
四
一
頁
。

（
５
）
平
川
新
『
伝
説
の
な
か
の
神
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）。

（
６
）
羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）、
岩
橋
清
美
『
近
世
日
本
の
歴
史
意
識
と
情
報
空
間
』（
名
著
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）。

（
７
）
堤
邦
彦
『
江
戸
の
高
僧
伝
説
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
８
）
原
淳
一
郎
『
江
戸
の
旅
と
出
版
文
化
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
三
年
）、
堤
邦
彦
・
徳
田
和
夫
編
『
遊
楽
と
信
仰
の
文
化
学
』（
森

話
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
９
）
沙
加
戸
弘
『
真
宗
関
係
浄
瑠
璃
展
開
史
序
説
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
１０
）
「
開
基
帳
」
全
十
五
冊
（『
彰
考
館
文
庫
』、
な
お
内
訳
は
鎮
守
二
冊
、
天
台
宗
一
冊
、
真
言
宗
五
冊
、
臨
済
宗
・
曹
洞
宗
一
冊
、
浄

土
宗
一
冊
、
一
向
宗
一
冊
、
日
蓮
宗
一
冊
、
時
宗
一
冊
、
山
伏
一
冊
、
行
人
一
冊
）。

（
１１
）
中
根
和
浩
「
二
十
四
輩
考
」（
圭
室
文
雄
・
大
桑
斉
編
『
近
世
仏
教
の
諸
問
題
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）。
な
お
、
覚
如
が
選

定
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
『
二
十
四
輩
牒
』
の
な
か
に
、
河
和
田
の
唯
円
の
名
前
は
み
え
な
い
。
つ
ま
り
、
唯
円
は
狭
義
の
二
十
四
輩
に
含

ま
れ
な
い
人
物
な
の
だ
が
、
二
十
四
輩
の
巡
拝
記
録
や
参
詣
案
内
は
、
広
く
全
国
各
地
の
由
緒
寺
院
を
取
り
上
げ
る
傾
向
が
強
い
た
め
、

報
仏
寺
に
関
す
る
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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（
１２
）
妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書
第
六
十
五
巻
』（
蔵
経
書
院
、
一
九
一
三
年
）
六
一
〜
九
五
頁
。

（
１３
）
同
前
書
九
六
〜
二
〇
二
頁
。

（
１４
）
同
前
書
二
一
二
〜
三
三
四
頁
。

（
１５
）（
１６
）
閲
覧
は
筆
者
架
蔵
本
に
よ
っ
た
。

（
１７
）
渡
辺
信
和
「
二
十
四
輩
巡
拝
と
そ
の
案
内
書
」（『
巡
礼
記
研
究
』
四
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
１８
）
註
（
１２
）
前
掲
書
一
二
〜
四
一
頁
。

（
１９
）
『
真
宗
新
辞
典
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
三
年
）一
五
四
頁
に
よ
る
と
、
光
明
本
尊
と
は「
真
宗
に
お
け
る
原
初
の
本
尊
。
中
央
に
九
字
・

十
字
・
六
字
等
の
名
号
を
大
書
し
、
名
号
か
ら
放
射
状
の
光
明
を
描
き
、
そ
の
中
に
釈
迦
・
弥
陀
の
二
尊
、
三
国
の
高
僧
、
聖
徳
太
子
そ

の
他
の
諸
師
を
図
画
し
た
も
の
。」
と
さ
れ
る
。

（
２０
）
簗
瀬
一
雄
『
社
寺
縁
起
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
八
年
）
七
四
八
〜
七
五
一
頁
。

（
２１
）
註
（
７
）
前
掲
書
二
八
一
〜
三
一
八
頁
。

（
２２
）
註
（
１２
）
前
掲
書
一
二
四
頁
。

（
２３
）
澤
博
勝
「
道
場
主
」（
高
埜
利
彦
編
『
シ
リ
ー
ズ
近
世
の
身
分
的
周
縁
第
一
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
２４
）
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
第
八
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
）
三
三
一
〜
三
三
六
頁
。

（
２５
）
『
水
戸
市
史

中
巻
（
一
）』（
水
戸
市
役
所
、
一
九
六
八
年
）
八
三
六
〜
八
七
六
頁
、
圭
室
文
雄
『
江
戸
幕
府
の
宗
教
統
制
』（
評
論

社
、
一
九
七
一
年
）
一
〇
七
〜
一
三
二
頁
。

（
２６
）
『
水
戸
市
史
中
巻
（
一
）』
六
四
頁
。

（
２７
）
尾
藤
正
英
『
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。

（
２８
）
長
谷
川
匡
俊
「
瓜
連
常
福
寺
檀
林
と
水
戸
藩
の
諸
檀
林
」（
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
茨
城
県
の
思
想
・
文
化
の
歴
史
的
基
盤
』（
雄

山
閣
出
版
、
一
九
七
八
年
）。

（
２９
）
西
村
玲
『
近
世
仏
教
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）
五
〜
七
九
頁
。
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（
３０
）
『
水
戸
市
史
中
巻
（
一
）』
四
四
〜
四
九
頁
。

（
３１
）（
３２
）
註
（
１０
）
に
同
じ
。

（
３３
）
重
松
明
久
『
覚
如
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年
）
二
三
八
頁
。

（
３４
）
註
（
３３
）
前
掲
書
九
一
〜
一
二
七
頁
。

（
３５
）
註
（
２０
）
前
掲
書
七
三
八
〜
七
四
一
頁
。

（
３６
）
た
だ
し
、
東
本
願
寺
は
、
自
宗
僧
侶
の
育
成
を
京
都
の
学
寮
に
一
元
的
に
担
わ
せ
て
い
た
の
で
、
願
入
寺
が
水
戸
藩
領
内
で
地
方
檀

林
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
３７
）
鈴
木
暎
一
『
徳
川
光
圀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３８
）
徳
川
圀
順
編
『
水
戸
義
公
全
集
下
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
五
五
〜
八
八
頁
。

（
３９
）
「
真
宗
初
期
遺
跡
寺
院
史
料
の
研
究
」（『
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
・
八
、
一
九
八
六
年
）
四
二
二
〜
四
二
四
頁
。

（
４０
）
註
（
１２
）
前
掲
書
一
三
四
〜
一
四
〇
頁
。

（
４１
）
な
お
、
杉
本
史
子
『
領
域
支
配
の
展
開
と
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
は
、
土
地
の
実
状
掌
握
を
領
主
権
力
に
よ
る
支

配
権
行
使
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
徳
川
光
圀
が
水
戸
藩
領
で
行
っ
た
名
所
旧
跡
の
創
出
も
、
必
ず
し
も
彼
の

個
性
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
江
戸
時
代
の
藩
領
社
会
で
み
ら
れ
た
一
般
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
４２
）
も
っ
と
も
、
圭
室
文
雄
「
備
前
国
金
山
寺
の
上
訴
に
つ
い
て
」（
下
出
積
與
編
『
日
本
史
に
お
け
る
民
衆
と
宗
教
』
山
川
出
版
社
、

一
九
七
六
年
）
が
、
岡
山
藩
の
寺
院
整
理
に
対
す
る
寛
永
寺
の
抗
議
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
領
主
権
力
が
仏
教
諸
本
山
の
意
向
を
完

全
に
無
視
し
て
自
領
の
寺
院
を
破
却
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

（
４３
）
註
（
１２
）
前
掲
書
四
三
六
〜
四
五
〇
頁
。

（
４４
）
引
野
亨
輔
『
近
世
宗
教
世
界
に
お
け
る
普
遍
と
特
殊
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
七
年
）
八
六
〜
一
一
六
頁
。

（
４５
）
引
野
亨
輔
「
近
世
真
宗
僧
侶
の
集
書
と
学
問
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
三
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
４６
）
註
（
１２
）
前
掲
書
四
四
四
〜
四
四
五
頁
。

（７５）

江
戸
時
代
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域
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に
お
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統
・
娯
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（
４７
）
な
お
、『
捃
聚
抄
』
や
『
遺
徳
法
輪
集
』
を
見
る
限
り
、
報
仏
寺
に
唯
円
の
年
齢
を
明
示
す
る
由
緒
は
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
天
旭
や
宗
誓
が
詳
し
い
紹
介
を
省
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
平
次
郎
を
平
太
郎
の
弟
と
す
る
箇

所
が
、「
報
仏
寺
の
説
」
で
、
年
齢
を
明
示
し
た
唯
円
の
経
歴
は
「
立
興
寺
の
説
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
４８
）
塩
谷
菊
美
『
真
宗
寺
院
由
緒
書
と
親
鸞
伝
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
）
三
〜
八
五
頁
。

（
４９
）
註
（
３３
）
前
掲
書
三
〇
〜
七
九
頁
。

（
５０
）
石
田
充
之
・
千
葉
乗
隆
編
『
真
宗
史
料
集
成
第
一
巻
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
三
年
）
九
六
四
頁
。

（
５１
）
閲
覧
は
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
龍
谷
蔵
」
に
よ
っ
た
。

（
５２
）
閲
覧
は
新
潟
大
学
古
文
書
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
た
。

（
５３
）
細
川
行
信
編
『
真
宗
史
料
集
成
第
八
巻
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
四
年
）
四
五
七
頁
。

（
５４
）
な
お
、
報
仏
寺
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
、
先
啓
は
『
最
須
敬
重
絵
詞
』
や
『
慕
帰
絵
』
に
直
接
言
及
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、

『
大
谷
遺
跡
録
』
全
体
を
み
る
と
、
両
書
は
何
度
も
典
拠
史
料
と
さ
れ
て
お
り
、
先
啓
は
当
然
こ
れ
ら
の
内
容
に
精
通
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
５５
）
註
（
５０
）
前
掲
書
九
三
〇
〜
九
三
一
頁
。

（
５６
）
註
（
５３
）
前
掲
書
三
四
〜
四
〇
頁
。

（
５７
）
柴
田
光
彦
編
『
大
惣
蔵
書
目
録
と
研
究
本
文
篇
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
）
六
二
二
頁
。

（
５８
）
註
（
５３
）
前
掲
書
八
九
〇
頁
。

（
５９
）
註
（
５３
）
前
掲
書
七
五
〇
頁
。

（
６０
）
註
（
５３
）
前
掲
書
八
九
〇
〜
八
九
四
頁
。

（
６１
）
堤
邦
彦
『
絵
伝
と
縁
起
の
近
世
僧
坊
文
学
』（
森
話
社
、
二
〇
一
七
年
）
七
八
〜
二
二
四
頁
。

（
６２
）
引
野
亨
輔
「
偽
書
の
地
域
性
／
偽
証
の
歴
史
性
」（『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
五
年
）
で
は
、
後
鳥
羽
上
皇
に

仕
え
る
女
官
で
あ
り
な
が
ら
、
法
然
高
弟
の
説
法
に
感
化
さ
れ
て
剃
髪
し
た
と
い
う
松
虫
・
鈴
虫
の
伝
説
が
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
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に
な
っ
て
唐
突
に
広
島
藩
領
生
口
島
の
真
言
宗
寺
院
光
明
坊
と
結
び
付
け
て
語
ら
れ
始
め
る
経
緯
を
、
考
察
し
て
い
る
。

（
６３
）
中
前
正
志
「
揺
ら
ぐ
檀
那
」（『
女
子
大
国
文
』
一
三
六
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
６４
）
『
仏
教
説
話
集
成
一
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）
四
五
七
〜
五
一
九
頁
。

（
６５
）
『
沙
石
集
上
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
）
六
四
〜
六
六
頁
。

（
６６
）
註
（
２０
）
に
同
じ
。

（
６７
）
久
野
俊
彦
・
時
枝
務
編
『
偽
文
書
入
門
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
二
七
二
頁
。

（
６８
）
佐
藤
正
英
『
歎
異
抄
論
註
』（
青
土
社
、
一
九
八
九
年
）
三
八
〜
四
四
頁
。

（
６９
）
た
だ
、
正
応
元
年
八
月
に
没
し
た
の
で
は
、
同
年
冬
に
上
京
し
て
覚
如
と
面
談
し
た
と
い
う
『
慕
帰
絵
』
の
叙
述
と
齟
齬
を
生
じ
て

し
ま
う
。『
慕
帰
絵
』
を
直
接
引
用
ま
で
し
て
い
る
こ
の
略
縁
起
に
お
い
て
、
正
応
元
年
八
月
没
年
説
が
堅
守
さ
れ
た
理
由
は
、
現
時
点

で
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
筆
者
架
蔵
の
「
平
次
郎
女
房
身
代
リ
名
号
略
縁
記
」（
近
代
活
版
刷
り
）
で
も
、
唯
円

の
没
年
を
九
十
六
歳
と
す
る
語
り
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
７０
）
白
井
哲
哉
『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。
な
お
、
菊
池
勇
夫
「
競
い
合
う
歌
枕
（
名
所
）」（
若

尾
政
希
・
菊
池
編
『〈
江
戸
〉
の
人
と
身
分
五
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
名
所
旧
跡
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
仙
台
藩
と
盛
岡

藩
の
競
合
状
況
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

（
７１
）
無
論
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
ど
の
程
度
「
中
立
性
」
を
確
保
で
き
て
い
る
か
と
い
う
議
論
は
あ
り
得
る
。
ま
た
、
岡
本
亮
輔
『
聖
地
巡

礼
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
界
遺
産
認
定
に
当
た
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
準
が
導
入
さ
れ
る

と
、
あ
る
文
化
遺
産
の
ロ
ー
カ
ル
な
価
値
が
「
暴
力
性
」
を
伴
っ
て
否
定
・
改
変
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

（
７２
）
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

（
７３
）
羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
７４
）
大
友
一
雄
『
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）、
井
上
攻
『
由
緒
書
と
近
世
の
村
社
会
』（
大
河
書

房
、
二
〇
〇
三
年
）。

（７７）

江
戸
時
代
の
地
域
社
会
に
お
け
る
名
所
旧
跡
の
生
成
と
権
力
・
伝
統
・
娯
楽



（
７５
）
註
（
７１
）
前
掲
書
一
二
三
〜
一
五
〇
頁
。

（
７６
）
加
藤
貴
「
江
戸
名
所
案
内
の
成
立
」（
瀧
澤
武
雄
編
『
論
集
中
近
世
の
史
料
と
方
法
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
年
）。

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
６
Ｋ
０
３
０
３
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助
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を
受
け
た
も
の
で
す
。
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“The Creation of Historic Sites in Communities during the Edo Period

―Authority, Tradition, and Entertainment”

HIKINO Kyosuke

This article explores the mechanisms by which historic sites were

created during the Edo period. To accomplish this, I analyzed the

founding histories（engi ）of Jodo― Shinshu― temples located in the Mito

domain. General speaking, most temple histories are thought to have

been handed down without interruption or change. However, in the Edo

period, as a result of feudal lords starting to acquire geographical

knowledge of the lands they ruled, some temples became historic sites

with histories that were quickly created. Then, during the middle years

of the Edo period, there was a growing tendency to seek historical

accuracy in such records. Learned priests also appeared who wrote

down long-held traditions based on reliable historical source.

Interestingly, a commercialist trend also became evident at the same

time, and episodes with elements of entertainment were added to the

temple histories with the aim of attracting a large number of pilgrims.

Yet, historical accuracy tended to be required even as entertaining

qualities were sought. Thus, the temple histories incorporated a variety

of values and were constructed in a multilayered fashion. When treating

these temple histories as historical resources, scholars need to carve into

that multilayered structure to pursue their analyses.
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